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は
じ
め
に

　

宗
派
化
（K

onfessionalisierung/ confessionalization

）
と
い
う
概
念
は
、
宗
教
改
革
と
市
民
革
命
に
は
さ
ま
れ
た
近
世

（Frühneuzeit

）
と
い
う
時
代
を
特
徴
づ
け
る
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
宗
派
化
の
概
念
と
理
論
に
関
連
す

る
主
要
な
先
行
研
究
を
紹
介
し
な
が
ら
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
全
体
像
を
内
外
の
歴
史
家
た
ち
が
ど
う
描
い
て
き
た
か
、
ま
た
描

こ
う
と
し
て
い
る
か
、
そ
の
方
向
性
を
確
か
め
、
筆
者
な
り
の
展
望
を
示
す
試
み
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
は
、
中
央
集
権
化
の
進
行
、
官
僚
と
常
備
軍
に
支
え
ら
れ
た
絶
対
主
義
国
家
の
誕
生
、
均
質
的
な

被
支
配
者
（
臣
民
）
層
の
形
成
の
時
代
と
し
て
、
ま
た
人
口
増
、
階
層
分
裂
、
共
同
体
的
一
体
性
の
喪
失
、
寒
冷
化
、
飢
饉
、
国
際
戦

争
、
内
乱
、
流
民
の
増
加
、
そ
し
て
魔
女
狩
り
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
危
機
の
時
代
と
見
な
さ
れ
て
き
た（

1
（

。
こ
の
時
代
認
識
は
お
お
む
ね

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
絶
対
主
義
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
国
家
と
社
会
を
正
し
く
表
現
す
る
も
の
で
は
な

い
と
の
批
判
が
行
わ
れ
て
久
し
い
。
一
九
六
〇
年
代
に
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
は
、
絶
対
主
義
よ
り
も
社
会
的
規
律
化

（Sozialdisziplinierung

）
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
、
こ
の
規
律
化
の
波
が
宮
廷
・
官
僚
組
織
・
軍
隊
か
ら
都
市
社

会
・
村
落
社
会
ま
で
全
面
的
に
飲
み
込
む
の
が
近
世
で
あ
る
と
論
じ
、
こ
れ
を
近
世
の
「
根
本
過
程
」（Fundam

entalvorgang

）

と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
上
か
ら
下
に
、
中
央
か
ら
地
方
に
向
か
う
放
射
的
な
運
動
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
荒
廃
し
た
社
会
の

改
良
を
求
め
る
臣
民
層
の
要
請
も
同
時
に
働
い
て
い
た
と
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
は
考
え
た
。
な
お
彼
は
、
こ
の
規
律
化
の
過
程
が
な
け
れ
ば

近
代
国
家
も
民
主
主
義
も
成
立
し
え
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
た
。
ま
た
彼
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
合
理
化
」
や
ノ

ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
の
い
う
「
文
明
化
」
も
規
律
化
の
結
果
で
あ
る
と
み
て
い
た（

2
（

。

　

一
九
八
〇
年
代
に
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
リ
ン
グ
は
、
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
の
近
世
史
像
を
「
国
家
主
義
的
」
と
批
判
し
、
宗
教
の
果
た
し
た
役
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割
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
シ
リ
ン
グ
の
近
世
像
は
、
宗
教
改
革
後
に
分
立
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派

教
会
が
そ
れ
ぞ
れ
国
家
権
力
（
初
期
近
代
国
家
）
と
結
び
つ
き
、
領
域
国
家
化
・
中
央
集
権
化
を
助
け
、
自
宗
派
の
教
義
・
世
界
観
・

人
間
観
・
道
徳
観
に
従
っ
て
信
徒
大
衆
の
日
常
生
活
に
深
く
介
入
し
、
個
人
的
差
異
や
地
域
的
偏
差
を
平
均
化
し
、
中
央
統
制
に
服
す

る
同
質
的
な
臣
民
社
会
の
形
成
を
推
し
進
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
シ
リ
ン
グ
の
宗
派
化
論
の
骨
格
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て

は
そ
れ
こ
そ
が
近
世
の
「
根
本
過
程
」
で
あ
る
。
な
お
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
も
、
シ
リ
ン
グ
説
の
展
開
と
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
内
容
的
に
近
い
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
宗
派
化
論
は
シ
リ
ン
グ
＝
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
説
と
見
な
し
て
よ
い（

3
（

。

　

な
お
こ
の
理
論
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
だ
け
に
近
代
化
と
合
理
化
の
推
進
力
を
み
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
へ
の
批
判
を
含
ん
で
お

り
、
近
世
カ
ト
リ
ッ
ク
に
も
類
似
し
た
歴
史
的
形
成
力
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
古
い
歴
史
叙
述
の
な
か
で
使
わ

れ
て
き
た
「
反
宗
教
改
革
」（Gegenreform

ation

）
と
い
う
表
現
は
、
宗
派
化
論
者
た
ち
の
研
究
に
お
い
て
は
、「
ル
タ
ー
派
の
宗

派
化
」（lutherische K

onfessionalisierung

）、「
改
革
派
の
宗
派
化
」（reform

ierte K
onfessionalisierung

）
の
並
行
現
象
と

し
て
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
化
」（katholische K

onfessionalisierung

）
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
っ
た（

4
（

。
こ
の
動
向
は
ド
イ
ツ

以
外
の
近
世
史
学
に
も
影
響
を
与
え
、
た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
で
は
す
で
に
一
九
九
〇
年
代
に
宗
派
化
論
の
紹
介
と
個
別
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。
パ
オ
ロ
・
プ
ロ
ー
デ
ィ
が
教
会
規
律
と
社
会
的
規
律
を
主
題
と
す
る
編
著
に
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
と
シ
リ
ン
グ
の
論
文
を
イ
タ
リ

ア
語
で
掲
載
し
た
の
は
一
九
九
四
年
で
あ
り
、
オ
ス
カ
ル
・
デ
ィ
・
シ
ン
プ
リ
ー
チ
オ
が
シ
エ
ナ
に
お
け
る
宗
派
化
の
過
程
を
検
証
し

た
の
は
一
九
九
七
年
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

　

宗
派
化
論
は
近
世
の
国
制
史
お
よ
び
統
治
構
造
論
の
研
究
者
た
ち
の
目
を
宗
教
世
界
に
向
け
さ
せ
、
か
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改

革
の
研
究
者
た
ち
の
目
を
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
研
究
に
携
わ
る
者
が
比
較
の
材

料
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
に
求
め
る
傾
向
も
強
ま
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
宗
派
化
論
は
近
世
史
の
研
究
に
新
し
い
地
平
を
開
く
も
の
で
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あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
ま
ず
こ
の
理
論
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

一
、
シ
リ
ン
グ
＝
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
説
の
枠
組
み

（
一
）
宗
派
化
の
定
義

　

シ
リ
ン
グ
も
賛
同
す
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
宗
派
化
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
を
問
わ
ず
、
教

会
と
国
家
が
支
配
領
域
の
宗
派
的
統
一
性
（
均
質
性
）
を
確
立
す
る
た
め
に
以
下
の
七
つ
の
主
要
な
方
法
を
用
い
て
推
進
し
た
運
動
な

い
し
政
策
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
公
式
の
教
義
を
確
立
し
、
そ
れ
を
信
仰
告
白
（K

onfession

）
に
定
式
化
（
文
書

化
）
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
異
宗
派
と
の
相
違
を
明
確
化
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
聖
職
者
・
教
師
・
世
俗
の
官
吏
・
産
婆
な
ど
に
宣
誓
等

の
手
段
を
も
っ
て
信
仰
告
白
を
受
容
さ
せ
、
上
か
ら
教
義
の
浸
透
を
図
る
こ
と
。
第
三
に
、
教
理
問
答
教
育
や
説
教
や
各
種
の
宗
教
行

事
を
つ
う
じ
て
能
動
的
な
宣
教
を
行
い
、
印
刷
物
を
活
用
し
て
自
派
の
教
え
を
拡
大
し
、
ま
た
異
宗
派
の
言
論
活
動
を
検
閲
等
に
よ
っ

て
抑
圧
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
教
育
機
関
と
く
に
大
学
を
創
設
し
、
宗
派
的
規
範
の
継
承
と
内
面
化
を
推
進
す
る
こ
と
。
第
五
に
、
民

衆
世
界
に
宗
派
的
均
質
性
を
も
た
ら
す
た
め
に
巡
察
、
各
種
の
取
締
り
、
教
会
訓
練
を
実
施
し
、
異
分
子
を
排
除
す
る
こ
と
。
第
六

に
、
異
宗
派
の
礼
拝
や
洗
礼
式
、
結
婚
式
な
ど
へ
の
参
加
を
規
制
す
る
こ
と
。
第
七
に
、
子
ど
も
の
命
名
な
ど
、
言
語
面
・
用
語
面
で

の
宗
派
的
統
制
を
行
う
こ
と
で
あ
る（

2
（

。

　

シ
リ
ン
グ
と
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
宗
派
化
論
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
初
期
近
代
国
家
に
よ
る
臣
民
支
配
の
強
化
、
命
令
と
服
従

の
秩
序
の
形
成
、
上
か
ら
の
社
会
的
規
律
化
の
理
論
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
古
い
タ
イ
プ
の
近
代
化
論
、
合
理
化
論
、
脱
魔
術
化
論
、

文
明
化
論
、
世
俗
化
論
な
ど
と
通
底
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
シ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
国
家
的
な
宗
派
化
政
策
は
教
会
人
だ
け
で
な
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く
君
主
や
官
僚
を
担
い
手
と
し
て
お
り
、「
現
世
内
的
な
支
配
」（innerw

eltliche H
errschaft

）
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

不
可
避
的
に
「
世
俗
化
」（Säkularisierung

）
を
加
速
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
そ
し
て
宗
派
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
変
質
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
は
「
諸
国
家
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
脱
皮
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
宗
派
化
の
到
達
点
に
関
す
る
シ
リ
ン
グ
の
理
解
で
あ
る（

2
（

。

（
二
）
時
代
区
分

　

宗
派
化
の
時
代
区
分
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
研
究
者
が
目
を
向
け
る
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
シ
リ
ン

グ
に
よ
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
の
宗
派
化
に
関
す
る
四
区
分
を
紹
介
し
て
お
く
。
第
一
段
階
（
準
備
段
階
）
は
一
五
四
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
初
頭
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
は
宗
教
改
革
時
代
に
生
ま
れ
た
諸
宗
派
の
信
仰
告
白
が
定
式
化
さ
れ
、
ま
た
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
宗

教
平
和
令
（
一
五
五
五
年
）
に
よ
っ
て
一
時
的
な
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
ト
レ
ン
ト
改
革
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
浸
透
の
な
か
で

宗
派
情
勢
が
ふ
た
た
び
不
安
定
化
す
る
時
代
で
あ
る
。
第
二
段
階
（
宗
派
対
立
へ
の
移
行
期
）
は
一
五
七
〇
年
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
は
、
ル
タ
ー
の
死
去
（
一
五
四
六
年
）
の
後
、
ル
タ
ー
派
内
部
に
争
い
が
生
じ
た
も
の
の
、
一
五
七
七
年
の
『
和
協
信
条
』

（Form
ula concordiae

）
お
よ
び
一
五
八
〇
／
一
五
八
一
年
の
『
和
協
書
』（K

onkordienbuch

）
に
よ
っ
て
基
本
的
な
合
意
が
得

ら
れ
、
正
統
主
義
が
確
立
し
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
と
の
相
違
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
に
ル
タ
ー
派
か

カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
か
の
明
確
な
選
択
を
迫
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
各
地
で
対
立
が
起
こ
っ
た
。
第
三
段
階
（
宗
派
化
の
絶
頂
期
）
は

一
五
八
〇
年
代
と
一
六
二
〇
年
代
の
あ
い
だ
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
に
な
る
諸
侯
が
現
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
領
邦

で
は
ト
レ
ン
ト
改
革
が
進
行
し
た
。
政
治
問
題
と
宗
派
問
題
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
妥
協
を
嫌
う
原
理
主
義
的
な
勢
力
が
台
頭

し
て
し
ば
し
ば
不
寛
容
な
政
策
が
と
ら
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
に
よ
る
改
暦
（
一
五
八
二
年
）
も
諸
領
邦
お
よ
び
諸
都
市
に
争
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い
の
種
を
撒
き
、
改
暦
に
反
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
六
九
九
年
／
一
七
〇
〇
年
ま
で
旧
暦
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
）
に
と
ど
ま
る
。
こ

う
し
て
「
時
」
ま
で
が
宗
派
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
第
四
段
階
（
宗
派
化
の
終
焉
）
は
一
六
二
〇
年
年
代
か
ら
一
六
四
八
年
ま
で
で

あ
る
。
こ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
は
、
三
十
年
戦
争
の
体
験
に
よ
っ
て
、
宗
派
対
立
が
破
壊
と
衰
退
を
も
た
ら
す
こ
と
を
深
く
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
宗
派
を
相
対
化
す
る
思
想
や
信
徒
個
人
の
内
面
的
信
仰
お
よ
び
実
践
を
重
視
す
る
敬
虔
主
義
な
ど
の
新
し

い
運
動
が
起
き
る
こ
と
に
な
る（

2
（

。

　

こ
の
シ
リ
ン
グ
の
時
代
区
分
は
基
本
線
と
し
て
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
八
世
紀
に
な
っ
て
も
強
硬
な
宗
派
化
政
策
が
と
ら

れ
、
激
し
い
宗
派
対
立
が
起
こ
っ
た
地
域
も
あ
る
。
そ
の
た
め
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
領
か
ら
三
万
人
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
が
追
放
さ
れ
た
一
七
三
一
／
一
七
三
二
年
ま
で
を
宗
派
化
の
時
代
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
諸
身
分
の

宗
派
絡
み
の
紛
争
を
研
究
し
た
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ハ
ウ
ク
＝
モ
ー
リ
ッ
ツ
は
、一
八
世
紀
に
も
「
再
宗
派
化
」（Rekonfessionalisierung

）

の
現
象
が
み
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る（

9
（

。
た
し
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ナ
ン
ト
王
令
の
廃
止
（
一
六
八
五
年
）
や
ス
イ
ス
最
後
の
宗

派
戦
争
（
一
七
一
二
年
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
多
宗
派
共
存
の
終
焉
と
議
会
（
セ
イ
ム
）
の
カ
ト
リ
ッ
ク
独
占
化
（
一
七
一
八
年
）

の
時
期
な
ど
も
考
慮
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
と
し
て
は
、
一
八
世
紀
以
前
に
宗
派
化
と
宗
派
対
立
の
波
が
引
い
た
と
は
言
え
な

い
。
シ
リ
ン
グ
の
時
代
区
分
に
は
、
ハ
ウ
ク
＝
モ
ー
リ
ッ
ツ
説
を
参
考
に
し
た
補
強
が
必
要
で
あ
ろ
う（

10
（

。

（
三
）
宗
派
と
い
う
訳
語

　

わ
が
国
の
近
世
史
研
究
者
の
な
か
に
は
、「
宗
派
」
と
い
う
訳
語
を
避
け
、「
教
派
」
を
用
い
る
者
も
い
る
。
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
会

の
大
多
数
が
後
者
を
使
い
、
前
者
は
お
も
に
仏
教
界
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
西
洋
史
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
「
宗

派
」
を
採
用
す
る
者
が
多
数
を
占
め
、
筆
者
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
訳
語
の
選
択
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
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て
お
き
た
い
。

　

第
二
次
大
戦
中
の
宗
教
団
体
法
（
一
九
三
九
年
）
は
、「
本
法
に
於
て
宗
教
団
体
と
は
神
道
教
派
、
仏
教
宗
派
及
基
督
教
其
の
他
の

教
団
（
以
下
単
に
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
称
す
）
並
に
寺
院
及
教
会
を
謂
ふ
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
終
戦
時
の
宗
教
法
人
令
も
同
じ

枠
組
み
を
継
承
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
宗
派
」
を
仏
教
に
、「
教
派
」
を
神
道
諸
派
（
い
わ
ゆ
る
教
派
神
道
）

に
、
そ
し
て
「
教
団
」
を
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
用
い
る
法
令
上
の
分
類
が
存
在
し
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
そ
れ
が
な
く
な
る
の
は

一
九
五
一
年
の
宗
教
法
人
法
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
制
定
に
至
ら
な
か
っ
た
明
治
の
宗
教
法
案
（
一
八
九
九
年
）
で
は
「
教
派
、
宗

派
、
教
会
又
ハ
寺
」（
第
六
条
）
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
対
応
関
係
は
な
い
。
明
治
期
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
各
派
を
（
仏
教
用

語
を
借
用
し
て
）
宗
派
と
呼
ぶ
者
も
い
れ
ば
教
派
と
呼
ぶ
者
も
お
り
、
実
情
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年

の
福
音
同
盟
会
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
協
力
組
織
）
の
会
合
に
お
い
て
、
当
時
の
会
長
、
小
崎
弘
道
（
組
合
派
）
は
次
の
よ
う
に

演
説
し
て
い
る
。「
た
だ
信
徒
は
便
宜
上
自
己
の
導
か
れ
た
る
宗
派
教
会
に
属
す
る
」
と
。
ま
た
日
本
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

［
横
浜
公
会
］
の
設
立
を
伝
え
る
一
八
七
三
年
の
『
公
会
日
誌
』
に
は
「
吾
輩
ノ
公
会
ハ
他
ノ
諸
宗
派
ニ
係
ワ
ラ
ズ
実
ニ
主
耶
蘇
キ
リ

ス
ト
ノ
名
ニ
依
リ
テ
建
テ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る（

11
（

。

　

し
か
し
第
二
次
大
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
は
、
宗
派
よ
り
も
教
派
と
い
う
表
現
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
（
一
九
四
八
年
創
刊
の
『
基

督
教
年
鑑
』
に
は
両
方
の
用
語
が
混
在
し
て
い
る
）。
二
一
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
は
宗
派
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
ル
ー
テ
ル
教
会
も
聖
公
会
も
教
派
と
い
う
用
語
で
統
一
し
て
い
る
。
法
令
上
の
制
約
は
も
は
や
存
在

し
な
い
か
ら
、
こ
の
統
一
化
は
自
発
的
な
動
き
で
あ
る
。
し
か
し
学
術
の
世
界
で
は
個
々
の
研
究
者
の
判
断
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
宗
派
と
い
う
用
語
を
使
う
研
究
者
の
ほ
う
が
全
体
と
し
て
は
多
い
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
諸
派
が
宗
派
と
呼

ば
れ
、
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
派
も
宗
派
と
呼
ば
れ
る
な
か
で
は
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
も
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
る
ほ
う
が
学
術
上
の
比
較
の
観
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点
か
ら
は
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断
も
働
い
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
判
断
を
共
有
し
て
い
る
。
な
お
現
代
日
本
の
神
学
者
・
教
会
史
家
た

ち
も
、
歴
史
用
語
と
し
て
は
宗
派
と
い
う
訳
語
を
使
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ト
レ
ル
チ
研
究
者
グ
ラ
ー
フ
の
概
説
書
を
訳
し
た
野
崎
卓

道
（
牧
師
）
の
例
だ
け
を
あ
げ
て
お
こ
う（

12
（

。

（
四
）
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

コ
ッ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
は
告
白
（
告
解
）、
信
仰
告
白
（
信
条
）、
宗
派
の
三
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
了
解
で
き
る
の

は
、
信
仰
告
白
（
信
条
）
を
も
つ
集
団
が
宗
派
と
呼
ば
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
国
家
権
力
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど

う
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
シ
リ
ン
グ
は
宗
派
を
国
家
と
セ
ッ
ト
に
し
て
捉
え
て
い
る
。
シ
リ
ン
グ
が
宗
派
化
の
担
い
手
と
考

え
た
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ル
タ
ー
派
、
改
革
派
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
四
つ
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
ら
を
大
宗
派

（Großkonfessionen

）
と
も
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
大
宗
派
と
は
違
っ
て
国
家
と
結
合
し
な
か
っ
た
宗
教
集
団
は
「
宗
派

外
の
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（außerkonfessionelle D

enom
ination

）
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
シ
リ
ン
グ
が
例
示
し
た
の

は
、
再
洗
礼
派
、
心
霊
主
義
者
、
反
三
位
一
体
派
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）
な
ど
で
あ
る（

13
（

。
な
お
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
一
七
世
紀
イ

ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
使
い
は
じ
め
た
表
現
で
、
一
八
世
紀
以
降
に
は
北
米
に
も
伝
わ
っ
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
は
大
宗
派
も

含
め
た
キ
リ
ス
ト
教
諸
集
団
を
広
く
示
す
用
語
と
な
っ
て
い
る（

14
（

。
そ
の
た
め
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
区
別
は
あ

く
ま
で
研
究
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
妥
当
な
区
別
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
れ
を
日
本
語
の
レ
ベ
ル
で
適
切
に
表
現
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
し
た
い
の
で
、
こ
こ
で
は
シ
リ
ン
グ
的
な
宗
派
化
論
の
枠
組
み
の
一
部
と
し
て
紹
介
す
る
に
と

ど
め
る
。
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（
五
）
宗
派
化
か
宗
派
体
制
化
か

　

K
onfessionalisierung

と
い
う
ド
イ
ツ
語
は
、
宗
派
化
と
も
宗
派
体
制
化
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
早
い
例
は
、
社
会
学
者

の
澤
田
善
太
郎
の
著
書
に
見
ら
れ
る（

1（
（

。
宗
派
化
と
は
、
シ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
国
家
体
制
と
宗
派
教
会
の
結
合
過
程
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
同
時
に
人
間
精
神
お
よ
び
日
常
生
活
を
宗
派
的
に
す
る
社
会
的
過
程
で
あ
り
、
芸
術
や
文
化
の
領
域
に
も
及
ぶ
現
象
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、「
体
制
」
の
語
を
つ
け
な
い
ほ
う
が
、
持
続
的
な
内
面
的
働
き
か
け
（
人
間
の
改
造
）
の
側
面
ま
で
含
ん
だ

概
念
の
訳
語
と
し
て
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
佐
久
間
弘
展
は
三
十
年
戦
争
期
の
新
聞
報
道
を
扱
っ
た
論
文
の
な
か
で
「
メ
デ
ィ

ア
の
宗
教
化
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
「
宗
教
的
」
に
し
よ

う
と
す
る
試
み
の
一
端
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
柄
の
本
質
を
つ
か
ん
だ
訳
で
あ
る（

12
（

。
た
だ
し
「
宗
教
化
」
で
は
、
そ
こ
に
強
い

「
宗
派
性
」
な
い
し
「
党
派
性
」
が
あ
る
こ
と
が
表
現
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
シ
リ
ン
グ
＝
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
説
で
は
前
述
の
と
お

り
宗
派
化
と
近
世
的
な
国
家
形
成
が
不
可
分
の
過
程
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
宗
派
体
制
化
と
い
う
訳
の
定
着
を
は

か
っ
た
の
は
千
葉
徳
夫
で
あ
る（

12
（

。
国
制
史
な
い
し
統
治
構
造
論
の
観
点
か
ら
宗
派
を
論
じ
る
場
合
は
、
こ
の
訳
の
ほ
う
が
適
切
な
場
合

も
あ
る
。
た
だ
し
「
体
制
化
」
の
意
味
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宗
教
組
織
自
体
の
誕
生
と
制
度
的
確
立
過
程
を
含

む
の
か
、
そ
れ
と
も
国
家
体
制
と
の
結
合
過
程
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
第
一
に
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
研
究
者
た

ち
は
前
者
の
意
味
で
もK

onfessionalisierung

の
概
念
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
筆
者
が
「
体
制
」
を
外
し
た
宗
派
化
と
い
う
訳
語
を
選
ぶ
の
は
、
本
来
の
多
義
的
意
味
内
容
を
反
映
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
ま

た
以
下
に
紹
介
す
る
新
し
い
研
究
状
況
に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
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二
、
宗
派
化
概
念
の
再
構
成

（
一
）
宗
派
の
成
立
条
件

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
シ
リ
ン
グ
は
、
四
つ
の
国
家
的
大
宗
派
だ
け
を
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
び
、
そ
れ
以
外
の
非
国
教
的
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
を
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。
日
本
語
化
す
れ
ば
前
者
は
「
宗
派
」、
後
者
は
「
教
派
」
に
な
る
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
区
分
な
い
し
定
義
は
混
乱
を
も
た
ら
す
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
も
ル
タ
ー
派
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
研
究
者
が
使
う
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
の

概
念
的
区
別
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
再
洗
礼
派
研
究
者
ハ
ン
ス
＝
Ｊ
・
ゲ
ル
ツ
は
、
国
家
体
制
と
結
び
つ
か
な
い
集
団
も
コ

ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
び
、「
再
洗
礼
派
の
宗
派
化
」（täuferische K

onfessionalisierung

）
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る（

12
（

。
な
お

ト
レ
ル
チ
の
宗
教
社
会
学
的
な
三
区
分
法
（K

irche/Sekte/M
ystik

）
に
従
っ
て
再
洗
礼
派
を
セ
ク
ト
（
ゼ
ク
テ
）
と
呼
ぶ
こ
と
も

可
能
だ
が
、
同
時
代
（
近
世
）
の
史
料
で
は
セ
ク
ト
は
徒
党
（
反
徒
）
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た

近
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ル
タ
ー
派
も
セ
ク
ト
（secta lutherana

）
と
呼
ん
で
お
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
大
宗
派
を
カ
ト
リ
ッ
ク

と
同
じ
キ
ル
ヘ
（
制
度
的
教
会
）
の
類
型
に
分
類
す
る
社
会
学
的
発
想
と
当
時
の
人
々
の
感
覚
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留

意
し
た
い（

19
（

。

　

筆
者
は
、
再
洗
礼
派
の
よ
う
な
弱
小
集
団
で
あ
っ
て
も
信
仰
告
白
文
書
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
作
成
し
、
会
合
を
行
い
、
構
成
員
に

共
通
の
信
仰
を
求
め
、
自
派
の
教
義
と
道
徳
観
に
従
っ
て
持
続
的
に
宗
教
生
活
と
日
常
生
活
を
律
し
よ
う
と
す
る
人
間
集
団
は
す
べ
て

宗
派
（
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
う
が
、
あ
る
集
団
が
時
期
に
よ
っ
て
非
公
認
宗
派
（
非

国
家
教
会
）
で
あ
っ
た
り
公
認
宗
派
（
国
家
教
会
）
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
ま
た
あ
る
土
地
で
は
迫
害
さ
れ
る
少
数
派
で
あ
り
な
が
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ら
そ
れ
と
同
時
に
別
の
土
地
で
は
国
家
宗
派
で
も
あ
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
論
述
の
矛
盾
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
国
家
権

力
と
の
関
係
の
変
化
は
ど
の
大
宗
派
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
、
後
述
す
る
よ
う
に
再
洗
礼
派
や
反
三
位
一
体
派
に
も
み
ら
れ
る
。
国
家

と
の
関
係
を
軸
に
し
て
宗
派
の
性
格
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、「
国
家
的
な
宗
派
」
と
「
非
国
家
的
な
宗
派
」
に
区
分
す
れ
ば

十
分
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
者
を
宗
派
（
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
呼
び
、
後
者
を
教
派
（
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
と
呼

ぶ
こ
と
は
概
念
的
な
混
乱
の
も
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
国
家
と
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
だ
け
を
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
名
づ
け
る
こ
と
に

は
「
告
白
」
と
い
う
原
義
か
ら
考
え
て
も
違
和
感
が
あ
る
。
宗
派
の
成
立
条
件
は
、
基
本
的
に
は
構
成
員
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
信
仰

告
白
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
制
定
方
法
や
内
容
的
構
成
は
多
様
で
あ
り
、
小
集
団
の
場
合
は
口
伝
も
あ
り
う
る
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
の
敬
虔
主
義
研
究
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
・
マ
テ
ィ
ア
ス
や
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ロ
ー
ム
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀

前
半
の
急
進
的
な
敬
虔
主
義
運
動
の
な
か
に
ル
タ
ー
派
教
会
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
新
た
な
宗
派
化
を
見
よ
う
と
す
る
歴
史
家
も
い
る（

20
（

。

た
だ
し
そ
れ
が
宗
派
内
の
多
様
性
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
最
終
的
に
大
宗
派
か
ら
完
全
に
分
離
し
て
独
自
の
信
仰
告
白

と
教
会
組
織
を
も
つ
小
宗
派
に
成
長
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
宗
派
化
概
念
の
多
義
性
と
認
識
の
溝

　

オ
ラ
ン
ダ
近
世
史
の
研
究
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
カ
プ
ラ
ン
は
最
近
の
概
説
書
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
学
者
た
ち
は

コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ド
イ
ツ
語
の
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ジ
ー
ル
ン
グ
）
と
い
う
用
語
を
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
仕
方
で
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
を
最
初
に
提
唱
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

や
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
改
革
と
国
家
形
成
と
社
会
的
規
律
化
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
言
い
表
す
た
め
に
用
い

る
人
た
ち
が
い
る
一
方
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
Ｗ
・
ツ
ェ
ー
デ
ン
が
宗
派
形
成K

onfessionsbildung

や
宗
派
主
義
の
台
頭rise of 
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confessionalism

と
呼
ぶ
過
程
の
同
義
語
と
し
て
用
い
る
人
た
ち
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
は
、
よ
り
純
粋
な
宗
教
的
過
程
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
側
面
を
あ
げ
れ
ば
、
教
会
の
教
え
の
内
面
化
、
異
宗
派
と
の
相
違
の
明
確
化
、
統
一
性
の
追
求
な
ど
で
あ

る
。［
・
・
・
］
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
や
シ
リ
ン
グ
の
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
概
念
は
、
当
然
受
け
る
べ
き
批
判
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
上
述
の
よ
う
な
宗
教
世
界
の
動
向
は
国
家
の
支
援
と
エ
リ
ー
ト
の
関
与
に
依
存
し
て
い
た
と
主
張
す
る
点
が
批
判
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
」
と（

21
（

。

　

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
や
シ
リ
ン
グ
の
理
論
を
受
容
し
て
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
宗
派
体
制
化
と
訳
す
日
本
の
研
究
者
は
、

宗
派
教
会
と
一
体
化
し
た
国
家
形
成
な
い
し
集
権
的
な
政
治
体
制
の
構
築
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
コ
ン
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
の
政
治
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
宗
派
教
会
の
教
え
の
内
面
化
（V

erinnerlichung/ internalization

）

は
、
そ
の
教
え
を
記
し
た
信
仰
告
白
や
教
理
問
答
書
の
朗
読
、
解
説
、
教
育
、
独
自
の
賛
美
歌
（
聖
歌
）
の
詠
唱
と
い
っ
た
宗
教
活
動

の
な
か
で
起
き
る
が
、
そ
れ
は
国
家
権
力
の
介
在
を
必
要
条
件
と
し
て
は
い
な
い
。
官
許
を
受
け
ら
れ
ず
迫
害
に
さ
ら
さ
れ
た
カ
ル

ヴ
ァ
ン
派
や
再
洗
礼
派
に
お
い
て
も
、
ツ
ェ
ー
デ
ン
が
言
う
よ
う
な
意
味
で
の
宗
派
化
は
起
こ
り
え
た
。
そ
の
過
程
が
国
家
権
力
の
支

援
を
受
け
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
家
な
い
し
国
家
教
会
に
よ
る
宗
派
化
政
策
（K

onfessionalisierungspolitik

）
と
呼
べ
ば
よ

い
。
ド
イ
ツ
の
多
く
の
研
究
者
が
そ
う
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
限
定
し
て
「
宗
派
体
制
化
」
の
語
を
用
い
て
も
よ

い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
こ
の
訳
語
を
全
面
的
に
排
除
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
し
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
内

容
を
政
治
体
制
の
宗
派
化
だ
け
の
意
味
で
用
い
る
の
は
上
述
の
と
お
り
一
面
的
で
あ
り
、
近
年
の
研
究
の
裾
野
の
広
が
り
に
も
対
応
で

き
な
い
。
再
洗
礼
派
研
究
者
ゲ
ル
ツ
が
「
再
洗
礼
派
の
宗
派
化
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
非
国
家
的
な
宗
派
化
の
あ
り
方
を
論
じ
た
こ

と
は
先
に
述
べ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
研
究
者
ラ
ウ
ア
ー
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
派
化
」
と
い
う
タ
ー
ム
さ
え
使
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

の
ユ
ダ
ヤ
人
が
西
欧
社
会
で
国
家
宗
教
に
な
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
こ
の
表
現
は
そ
う
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
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れ
は
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
宗
派
形
成
と
類
似
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
内
の
宗
派
形
成
と
い
う
意
味
で
あ
る（

22
（

。

　

K
onfessionalisierung/ confessionalization

の
概
念
と
用
法
は
多
様
で
あ
り
、
個
別
的
な
制
度
や
文
化
現
象
、
芸
術
な
ど
の
宗

派
化
（
宗
教
化
）
を
示
す
場
合
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ハ
ウ
ア
ー
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
関
し
て
「
学
校

制
度
の
宗
派
化
」（K

onfessionalisierung des Schulw
esens

）
を
論
じ
、
ト
ー
マ
ス
・
Ｍ
・
サ
フ
レ
ー
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
お

け
る
「
慈
善
の
宗
派
化
」（Confessionalization of Charity

）
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る（

23
（

。
文
化
史
の
領
域
で
は
、
た
と
え
ば
ア
ル

ノ
・
シ
ュ
ト
ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
が
「
歴
史
の
宗
派
化
」（K

onfessionalisierung der Geschichte

）
を
論
じ
て
い
る（

24
（

。
マ
テ
ィ
ア
ス
・

ポ
ー
リ
ヒ
も
「
歴
史
叙
述
の
宗
派
化
」（K

onfessionalisierung der Geschichtsschreibung

）
と
い
う
表
現
で
同
じ
問
題
に
と
り

く
ん
で
い
る（

2（
（

。
他
方
、
ウ
ヴ
ェ
・
コ
ル
デ
ス
は
「
宗
派
化
さ
れ
た
学
問
」（konfessionalisierte W

issenschaft

）
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る（

22
（

。
ペ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
シ
ェ
ル
は
近
世
に
お
け
る
「
受
難
の
宗
派
化
」（K

onfessionalisierung des Leidens

）
と
い
う
表
現
を

用
い
て
受
難
（
殉
教
）
に
関
す
る
宗
派
的
解
釈
の
発
生
に
つ
い
て
分
析
し
、
ま
た
「
他
者
の
認
識
形
式
お
よ
び
表
現
形
式
の
宗
派
化
」

（K
onfessionnalisierung der W

ahrnehm
ungs- und D

arstellungsm
uster des A

nderen

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（

22
（

。
ジ
ー

ク
フ
リ
ー
ト
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
日
常
生
活
に
目
を
向
け
「
宗
派
化
さ
れ
た
民
族
衣
裳
」（konfessionalisierte V

olkstracht

）
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る（

22
（

。
な
お
シ
リ
ン
グ
は
一
九
九
五
年
に
「
教
会
と
国
家
と
社
会
の
宗
派
化
」（K

onfessionalisierung von K
irche, 

Staat und Gesellschaft

）
と
い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
を
「
教
会
と
国
家
と
社
会
の
宗
派
体
制
化
」
と
は
訳

し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
シ
リ
ン
グ
自
身
、K

onfessionalisierung
を
「
宗
派
国
家
体
制
の
形
成
」
の
意
味
で
使
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、

何
か
あ
る
目
的
物
を
「
宗
派
的
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
も
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
文
化
・
芸
術
面
で
の
宗
派

化
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
必
要
性
も
説
い
て
い
る（

29
（

。
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（
三
）「
多
宗
派
化
」
の
視
点

　

ア
ル
ノ
・
ヘ
ル
ツ
ィ
ヒ
は
、
複
数
の
宗
派
が
公
認
さ
れ
て
い
た
地
域
の
存
在
を
考
慮
し
て
、
唯
一
の
真
の
宗
教
を
奉
じ
る
国
家
が
そ

の
領
域
か
ら
異
宗
派
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
を
「
単
一
宗
派
化
」（M

onokonfessionalisierung

）
と
呼
ん
で
い
る（

30
（

。
ま
た

フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
ド
レ
は
、「
単
一
宗
派
性
」（M

onokonfessionalität

）
と
「
多
宗
派
性
」（M

ehrkonfessionalität

）
と
い
う

用
語
を
使
い
、
宗
派
化
の
あ
り
方
の
違
い
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
く
に
彼
が
注
目
し
て
い
る
の
は
複
数
の
宗
派
が
併
存
し
た

諸
地
域
で
あ
る（

31
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
単
一
宗
派
化
」
が
起
こ
ら
ず
、
複
数
の
宗
派
が
混
在
し
た
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
あ
る
。

公
認
宗
派
が
複
数
存
在
し
た
場
所
も
あ
れ
ば
、
公
認
宗
派
は
形
式
上
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
も
複
数
の
非
公
認
宗
派
の
存
在
が
黙
認
な
い
し

寛
容
（
や
む
を
え
な
い
容
認
）
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
地
域
も
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
ド
イ
ツ
に
関
し
て
総
合
的
に
知
る
に
は
、
永

田
諒
一
の
研
究
が
役
立
つ（

32
（

。
宗
派
化
運
動
の
競
合
は
、
一
時
的
な
い
し
永
続
的
な
「
多
宗
派
化
」（M

ultikonfessionalisierung

）
を

引
き
起
こ
し
た
。「
多
宗
派
化
」
は
い
や
お
う
な
く
価
値
観
の
多
元
化
を
促
し
、
異
な
る
価
値
観
の
共
存
な
い
し
相
互
的
な
寛
容
の
問

題
を
人
々
に
つ
き
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
ト
ー
マ
ス
・
カ
ウ
フ
マ
ン
は
近
世
に
お
け
る
「
宗
派
間
の
関
係
と
越
境
、
宗
派
内
の
多
元

性
」（Interkonfessionalität, T

ranskonfessionalität, binnenkonfessionelle Pluralität

）
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
提
案
し
、

宗
派
化
論
の
再
構
成
を
呼
び
か
け
て
い
る（

33
（

。

　

以
上
、
宗
派
化
の
概
念
に
は
宗
派
そ
れ
自
体
の
形
成
と
い
う
意
味
と
国
家
制
度
を
含
む
各
種
の
目
的
物
の
宗
派
化
と
い
う
意
味
が
あ

る
こ
と
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
派
化
の
過
程
に
は
国
家
的
な
も
の
と
非
国
家
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
、
宗
派
化
の
研
究
に
お

い
て
は
国
家
制
度
だ
け
で
な
く
芸
術
や
歴
史
認
識
な
ど
の
文
化
的
領
域
も
対
象
に
な
り
う
る
こ
と
、
そ
し
て
「
単
一
宗
派
化
」
だ
け
で

な
く
「
多
宗
派
化
」
の
事
実
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

宗
派
化
の
概
念
は
、
そ
の
多
義
性
ゆ
え
に
扱
い
が
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
作
業
仮
設
と
し
て
は
有
益
で
あ
り
、
新
し
い
研
究
の
成
果
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を
と
り
い
れ
て
再
定
義
し
た
う
え
で
な
ら
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
進
行
し
て
い
た
諸
変
化
の
過
程
を
見
き
わ
め
る
手
が
か
り
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
射
程
は
非
常
に
広
い
た
め
、
一
定
の
全
体
像
を
描
く
に
は
、
国
制
史
的
・
統
治
構
造
論
的
な
視
点
に
よ

る
研
究
成
果
と
、
思
想
史
的
、
社
会
史
的
、
文
化
史
的
な
視
点
に
よ
る
研
究
成
果
の
総
合
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
ド
イ
ツ
史
や
フ
ラ
ン
ス
史
、
イ
ギ
リ
ス
史
、
ス
ペ
イ
ン
史
、
地
中
海
史
、
東
中
欧
史
や
ロ
シ
ア
史
な
ど
の
研
究
者
の
協
働
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
宗
派
化
論
へ
の
種
々
の
批
判
を
考
慮
し
な
が
ら
、
研
究
の
深
化
が
望
ま
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
展
望
し
て

み
た
い
。

三
、
研
究
の
展
望

（
一
）
宗
派
国
家
と
そ
の
制
度

　

あ
る
宗
派
が
国
家
権
力
や
都
市
権
力
と
結
び
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を
築
い
た
か
を
確
か
め
る
作
業
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
宗
派

化
研
究
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
関
す
る
研
究
を
例
示
す
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
中
村
賢
二
郎
の

書
物
が
手
引
き
と
な
る
。
中
村
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
の
宗
務
局
す
な
わ
ち
官
庁
化
し
た
教
会
統
治
機
関
の
編
成
や
巡
察
制
度
に
つ
い

て
調
べ
、
教
会
規
定
（
一
五
八
〇
年
）
に
よ
る
領
邦
教
会
の
法
制
化
、
没
収
修
道
院
財
産
の
使
途
に
つ
い
て
詳
述
す
る
な
ど
、
宗
派
国

家
の
具
体
像
を
描
き
出
し
て
い
る（

34
（

。
一
九
世
紀
の
ト
リ
ー
ア
を
対
象
に
民
衆
宗
教
の
世
界
を
論
じ
た
下
田
淳
の
研
究
も
、
一
六
世
紀
以

来
の
領
邦
教
会
体
制
に
関
す
る
展
望
を
含
ん
で
い
る（

3（
（

。
た
だ
し
全
体
と
し
て
宗
派
国
家
の
実
証
研
究
は
少
な
く
、
今
後
の
研
究
の
深
化

が
望
ま
れ
る
。
な
お
坂
本
宏
は
、
フ
ェ
リ
ー
ぺ
二
世
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
に
は
シ
リ
ン
グ
説
が
適
用
で
き
る
と
述
べ
て
王
室
主
導
の
教
会

改
革
に
言
及
し
、
公
職
や
各
種
の
団
体
を
異
教
徒
の
血
の
混
じ
っ
て
い
な
い
生
粋
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
に
は
閉
ざ
す
「
血
の
純
潔
」
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規
約
に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
を
行
っ
て
い
る（

32
（

。

　

個
々
の
政
治
制
度
や
社
会
制
度
の
宗
派
化
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
重
要
で
あ
る
。
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
比
較
的
研
究

が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
猪
刈
由
紀
と
高
津
秀
之
が
翻
訳
し
た
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ル
ッ
ツ
の
ア
ー
ヘ
ン
、
ケ
ル
ン
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
の
学
校
政
策
に
関
す
る
研
究
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
扱
っ
た
小
山
哲
の
研
究
が
参
考
に
な
る（

32
（

。
ル
タ
ー
派
世
界
（
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

な
ど
）
の
貧
民
救
済
に
つ
い
て
は
中
村
賢
二
郎
の
研
究
、
改
革
派
世
界
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
）
に
つ
い
て
は
出
村
彰
に
よ
る
施
与
規
定
の
邦

訳
と
解
説
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
の
慈
善
制
度
に
つ
い
て
は
高
橋
友
子
や
櫻
井
美
幸
の
研
究
が
手
引
き
と
な
る（

32
（

。

（
二
）
中
間
権
力
と
共
同
体

　

シ
リ
ン
グ
は
か
つ
て
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
の
研
究
を
「
国
家
主
義
的
」
と
批
判
し
た
が
、
そ
の
後
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
Ｒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
同

じ
言
葉
を
使
っ
て
シ
リ
ン
グ
の
研
究
を
批
判
し
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
ス
イ
ス
（
ベ
ル
ン
）
を
拠
点
と
す
る
研
究
者
は
、

ペ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
「
共
同
体
宗
教
改
革
」（Gem

eindereform
ation

）
論
の
影
響
も
あ
っ
て
「
共
同
体
に
よ
る
宗
派
化
」

（Gem
eindekonfessionalisierung

）
を
強
調
す
る
傾
向
が
強
い（

39
（

。
一
方
、
ル
イ
ー
ゼ
・
シ
ョ
ル
ン
＝
シ
ュ
ッ
テ
は
、
近
世
の
歴
史

的
変
化
と
し
て
重
要
な
の
は
中
央
集
権
国
家
の
形
成
と
そ
の
力
の
増
大
よ
り
も
中
間
的
諸
権
力
に
よ
る
君
主
権
の
制
限
で
あ
っ
た
と
い

う
見
通
し
を
た
て
、
宗
派
勢
力
と
地
方
権
力
の
結
び
つ
き
を
検
証
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る（

40
（

。
こ
う
し
た
方
向
性
を
も
っ
た
研
究
は

す
で
に
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
一
六
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
都
市
デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る

マ
ッ
ク
・
ホ
ル
ト
の
研
究
は
興
味
深
い
。
ホ
ル
ト
は
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
地
方
権
力
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
寛
容
政
策
に
傾
く
国
王
の
政
策
を

し
り
目
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
に
罪
の
告
白
と
旧
教
会
へ
の
復
帰
を
求
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
化
運
動
を
推
進
し
、
従
わ
な
い

者
の
投
獄
や
財
産
の
没
収
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
担
い
手
は
地
方
の
聖
職
者
と
都
市
権
力
で
あ
り
、
反
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
性
格
の
強
い
手
工
業
者
層
（
と
く
に
ブ
ド
ウ
酒
製
造
業
者
）
の
要
求
も
背
景
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
宗
派
化
過

程
は
地
方
的
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
寛
容
政
策
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
王
権
か
ら
み
れ
ば
下
か
ら
の
不
寛
容
な
突
き
あ
げ
で
あ
っ
た
と

言
え
る（

41
（

。
望
月
秀
人
が
と
り
く
ん
で
い
る
ク
レ
ー
フ
ェ
公
領
の
領
邦
都
市
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
に
関
す
る
研
究
も
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
の
都
市

で
は
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
が
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ル
タ
ー
派
、
再
洗
礼
派
な
ど
と
競
り
合
い
な
が

ら
公
認
宗
派
の
地
位
を
獲
得
す
る
過
程
が
進
ん
だ
が
、
そ
れ
は
領
邦
君
主
（
ク
レ
ー
フ
ェ
公
）
の
上
か
ら
の
政
策
と
は
一
致
し
な
い
市

参
事
会
主
導
の
自
律
的
な
運
動
で
あ
っ
た
。
な
お
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
で
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
公
認
後
も
そ
の
他
の
宗
派
の
存
在
と
私
的
礼
拝
が
容

認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
事
実
上
の
「
多
宗
派
化
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る（

42
（

。

　

王
権
と
中
間
権
力
、
中
央
と
地
方
の
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
、
宗
派
化
の
推
進
力
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
確
か
め
る
研
究
の
進
展
が

今
後
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
区
民
た
ち
が
下
か
ら
求
め
、
担
い
手
と
な
っ
た
共
同
体
的
な
宗
派
化
運
動
も
あ
れ
ば
、
地
方
貴
族
や
地

方
都
市
（
ド
イ
ツ
の
場
合
は
領
邦
都
市
）
の
当
局
者
が
指
導
す
る
宗
派
化
政
策
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
事
例
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
域
に
わ
た
っ
て
集
め
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
初
期
絶
対
主
義
国
家
の
実
態
と
限
界
も
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う（

43
（

。
な
お
鍵
和
田

賢
は
、
近
世
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
新
し
い
兄
弟
団
の
成
立
を
扱
っ
た
論
文
の
な
か
で
、
権
力
者
と
民
衆
の
結
節
点
で
あ
っ
た
兄
弟
団
が

上
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
下
か
ら
宗
派
化
運
動
を
担
っ
た
側
面
に
注
目
し
て
い
る（

44
（

。
近
世
の
宗
派
教
会
傘
下
の
信
徒
諸
団

体
や
自
発
的
集
会
の
動
向
は
、
同
じ
視
点
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
に
つ
い
て
も
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
エ
リ
ー
ト
の
世
界

　

宗
派
時
代
の
宮
廷
社
会
、
官
僚
機
構
、
軍
隊
の
な
か
で
生
き
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
内
面
が
ど
の
程
度
ま
で
宗
派
化
さ
れ
て
い
た
か
を

探
る
研
究
も
重
要
で
あ
る
。
一
七
世
紀
前
半
の
バ
イ
エ
ル
ン
宮
廷
に
関
す
る
皆
川
卓
の
研
究
は
、
奨
学
金
の
獲
得
や
立
身
出
世
の
た
め
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に
ル
タ
ー
派
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
す
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
姿
を
確
認
し
て
お
り
、
宗
派
化
が
形
式
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。
な
お
皆
川
は
、
非
合
理
的
情
念
を
抑
制
す
る
哲
学
と
し
て
近
世
の
統
治
者
た
ち
に
受
容
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
新
ス

ト
ア
主
義
（
と
く
に
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
リ
プ
シ
ウ
ス
の
思
想
）
の
浸
透
度
に
関
し
て
も
バ
イ
エ
ル
ン
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
結
論
を
出
し

て
い
る（

4（
（

。
一
六
世
紀
後
半
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
宮
廷
に
つ
い
て
調
査
し
た
河
野
淳
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
有
力
な
法
律
顧
問
ツ
ァ
ジ
ウ
ス

は
、
皇
帝
の
意
向
に
関
わ
り
な
く
自
分
の
判
断
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
と
の
親
密
な
関
係
を
保
ち
、
情
報
交
換
を
行
い
、
帝
国
の
安

定
の
た
め
に
働
い
た
と
い
う
。
こ
の
帝
国
の
エ
リ
ー
ト
は
宗
派
主
義
を
相
対
化
し
て
い
た
と
言
え
る（

42
（

。
た
だ
し
近
世
の
エ
リ
ー
ト
層
は

か
な
ら
ず
し
も
世
俗
的
で
あ
っ
と
は
言
え
な
い
。
山
本
大
丙
は
、
新
ス
ト
ア
主
義
の
哲
学
を
広
め
た
リ
プ
シ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
彼
は
心

霊
主
義
と
終
末
思
想
を
特
徴
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
起
源
の
宗
教
集
団
「
愛
の
家
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る（

42
（

。
近
世

の
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
相
当
に
詳
し
い
人
物
誌
的
研
究
が
可
能
で
あ
り
、
筆
者
も
イ
ェ
ル
ク
・
イ
ェ
ナ
チ
ュ
と
い
う
三
十
年
戦
争
時

代
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
の
軍
人
（
元
牧
師
）
が
宗
派
主
義
者
か
ら
調
停
者
に
転
身
し
て
い
く
過
程
を
追
う
研
究
を
試
み
た（

42
（

。

　

と
く
に
多
宗
派
地
域
に
つ
い
て
は
、
貴
族
や
市
民
の
家
門
の
宗
派
分
裂
や
宗
派
的
純
化
に
関
す
る
研
究
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は

か
つ
て
、
ス
イ
ス
の
門
閥
の
家
系
が
カ
ト
リ
ッ
ク
と
改
革
派
に
分
裂
し
た
後
に
も
一
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
保
た
れ
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
う
じ
て
改
宗
と
亡
命
の
手
助
け
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
グ
レ
ー
ベ
ル
家
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
が
あ

る（
49
（

。
一
方
、
栂
香
央
里
は
、
フ
ッ
ガ
ー
家
の
研
究
に
と
り
く
む
な
か
で
、
一
六
世
紀
半
ば
に
同
家
の
一
部
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
改
宗
や

異
宗
派
婚
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ッ
ガ
ー
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
援
助
や
神
学
院
の
設
立
の
た
め
の

寄
進
と
い
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
派
化
運
動
を
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
担
う
一
五
六
〇
年
代
以
降
に
は
家
門
の
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
が
試
み
ら

れ
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し
て
い
る（

（0
（

。
こ
う
し
た
家
門
研
究
は
宗
派
化
の
社
会
史
的
検
証
と
し
て
有
益
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
そ
う
の
進
展

が
望
ま
れ
る
。
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宗
派
化
論
へ
の
批
判
の
ひ
と
つ
に
、
人
文
主
義
者
た
ち
の
多
く
は
宗
派
主
義
を
相
対
化
し
て
お
り
、
宗
派
を
超
え
た
学
問
的
交
流
が

あ
っ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
の
包
括
的
な
宗
派
化
論
批
判
の
な
か
で
も
こ
の
点
が
強
調
さ

れ
て
い
る（

（1
（

。
他
方
、
エ
リ
カ
・
ラ
メ
ル
は
、
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
た
ち
が
ル
タ
ー
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
化
政
策
に
動
員
さ
れ
、

引
き
裂
か
れ
て
い
た
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る（

（2
（

。
人
文
主
義
と
宗
派
化
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
帯
と
分
裂

の
両
面
か
ら
の
研
究
と
そ
の
総
合
が
望
ま
れ
る
。
な
お
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
に
は
そ
も
そ
も
イ
タ
リ
ア
へ
の
憧
れ
と
反
発
の
両
方
が
み

ら
れ
た
が
、
宗
教
改
革
が
一
部
の
フ
マ
ニ
ス
ト
た
ち
を
反
イ
タ
リ
ア
的
・
反
ラ
テ
ン
的
な
ド
イ
ツ
愛
国
主
義
に
導
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
根
占
献
一
の
論
考
が
展
望
を
与
え
て
く
れ
る（

（3
（

。

（
四
）
民
衆
の
世
界

　

宗
派
国
家
が
ど
の
程
度
ま
で
民
衆
の
内
面
と
日
常
生
活
を
宗
派
化
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ベ
ル
ン
農
村

教
区
に
関
す
る
研
究
の
よ
う
に
、
道
徳
裁
判
所
の
史
料
な
ど
を
つ
う
じ
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。
宗
派
教
会
が
行
っ
た
地
方
教
会

（
教
区
）
へ
の
巡
察
記
録
も
活
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
分
野
で
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
つ
い
て
の
小
野
善
彦
の
研
究
が
と
く
に
注
目

さ
れ
る
。
小
野
は
一
六
世
紀
後
半
の
巡
察
記
録
か
ら
農
村
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
生
活
ぶ
り
、
た
と
え
ば
事
実
婚
、
収
入
を
補
う
た
め

の
農
業
労
働
、
居
酒
屋
通
い
、
教
区
民
と
の
友
誼
や
争
い
の
諸
相
を
克
明
に
再
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
言
う
ま
で
も
な
く
宗

派
化
政
策
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
で
あ
り
、
そ
の
後
に
改
善
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い（

（（
（

。
他
方
、
山
本
信
太
郎
は
、
メ
ア
リ
一

世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
復
帰
（
一
五
五
〇
年
代
）
を
挟
ん
で
三
度
に
わ
た
っ
て
宗
教
政
策
上
の
激
変
が
起
き
た
ミ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
期
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
、
教
会
巡
察
記
録
を
駆
使
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
聖
画
像
の
撤
去

や
再
導
入
と
い
っ
た
朝
令
暮
改
の
宗
派
化
政
策
に
も
少
な
く
と
も
形
式
面
で
は
「
即
応
」
す
る
教
区
教
会
の
姿
が
描
か
れ
、
か
つ
「
無
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関
心
層
」
の
存
在
に
も
分
析
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
な
お
一
七
世
紀
ま
で
展
望
す
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
上
か
ら
の
宗

派
化
政
策
が
成
功
を
収
め
た
と
は
言
い
が
た
い
。
国
教
会
は
た
し
か
に
制
度
的
に
確
立
し
た
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
分

離
派
の
叢
生
に
よ
っ
て
事
実
上
の
「
多
宗
派
化
」
が
起
き
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
宗
派
化
の
研
究
は
道
徳
規
律
の
問
題
と
関
わ
る
た
め
、
犯
罪
史
・
刑
罰
史
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
分

野
で
得
ら
れ
た
知
見
の
活
用
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
近
世
の
中
部
ド
イ
ツ
・
南
ド
イ
ツ
に
関
す
る
若
曽

根
健
治
の
犯
罪
取
締
り
史
の
研
究
と
池
田
利
昭
に
よ
る
リ
ッ
ペ
伯
領
の
婚
前
交
渉
規
制
に
関
す
る
研
究
を
あ
げ
て
お
き
た
い（

（2
（

。

　

裁
判
記
録
や
審
問
記
録
は
、
非
公
認
宗
派
の
信
徒
の
内
面
的
宗
派
化
の
度
合
い
を
推
測
す
る
史
料
に
な
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
一
七

世
紀
末
、
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
秘
密
礼
拝
を
行
っ
て
い
た
ル
タ
ー
派
小
集
団
に
属
す
る
靴
製
造
工
の

審
問
記
録
に
は
、「
聖
母
や
聖
人
の
崇
敬
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」「
煉
獄
を
認
め
る
か
ど
う
か
」「
善
き
業
は
救
い
に
必
要
か
ど
う

か
」「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
い
く
つ
あ
る
か
」「
ど
の
よ
う
な
聖
書
や
書
物
を
使
っ
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
質
問
項
目
に
対
す
る

回
答
が
記
さ
れ
て
お
り
、
被
疑
者
の
内
面
に
ル
タ
ー
主
義
が
根
づ
い
て
い
た
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
宗
派
化
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
わ

か
る
。
も
ち
ろ
ん
誘
導
尋
問
や
調
書
内
容
の
捏
造
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
史
料
の
扱
い
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
質
問
項
目
が
単
純
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
信
頼
で
き
る（

（9
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
近
世
の
宗
派
教
会
が
試
み
た
民
衆
的
習
俗
の
取
締
り
と
規
律
化
の
対
象
を
例
示
す
れ
ば
、
産
婆
に
よ
る
死
産
児
の
緊
急

洗
礼
（N

ottaufe

）
が
あ
る
。
そ
の
残
存
状
況
、
教
会
と
の
摩
擦
は
、
宗
派
化
政
策
の
成
否
を
確
か
め
る
材
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
緊

急
洗
礼
に
さ
い
し
て
は
死
産
児
の
一
時
的
な
蘇
生
が
試
み
ら
れ
た
が
、
蘇
生
の
さ
い
の
「
生
命
の
兆
候
」
は
し
ば
し
ば
教
会
に
よ
っ
て

疑
問
視
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
習
俗
が
近
代
ま
で
な
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
未
洗
礼
児
は
教
会
の

墓
地
に
埋
葬
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
恩
寵
に
よ
る
死
産
児
の
救
い
、
人
の
手
に
よ
ら
な
い
霊
的
洗
礼
を
説
い
た
ル
タ
ー
派
の
場
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合
、
死
産
児
も
教
会
の
墓
地
に
葬
る
こ
と
が
で
き
、
緊
急
洗
礼
や
蘇
生
は
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
よ
り
も
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
残
存
例
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
改
革
派
教
会
も
ル
タ
ー
派
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
勢
を
と
り
、
産
婆
に
よ
る
緊
急
洗
礼
を
禁
止
し
て
い
た（

20
（

。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
（
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
）
の
事
例
に
関
し
て
長
谷
川
ま
ゆ
帆
が
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
共
同

体
に
よ
る
産
婆
の
選
出
と
い
う
興
味
深
い
事
例
に
も
論
及
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
王
権
・
中
間
権
力
・
共
同
体
の
関

係
を
め
ぐ
る
近
世
史
上
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
関
わ
っ
て
い
る（

21
（

。
と
こ
ろ
で
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
領
の
巡
礼
地
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
レ
ン
で

は
、
一
五
世
紀
か
ら
死
産
児
の
蘇
生
と
洗
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
父
母
た
ち
が
子
ど
も
の
亡
き
が
ら
を
抱
い
て
奇

跡
を
起
こ
す
聖
母
の
も
と
に
連
れ
て
き
て
い
た
が
、
宗
教
改
革
の
過
程
で
禁
止
さ
れ
、
教
会
も
聖
母
像
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
古
い
習
俗
の
存
続
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
地
の
発
掘
調
査
で
は
二
〇
〇
体
以
上
の
死
産

児
の
遺
骨
が
見
つ
か
っ
て
い
る（

22
（

。

　

民
衆
の
信
仰
世
界
を
統
制
し
、
上
か
ら
宗
派
化
す
る
政
策
の
成
功
と
失
敗
に
つ
い
て
考
察
す
る
さ
い
に
は
、
神
話
的
世
界
観
や
異
教

的
伝
説
の
残
存
状
況
に
関
す
る
研
究
も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ス
イ
ス
民
俗
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
一
六
世
紀
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
書
記
官

レ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
・
ツ
ィ
ザ
ー
ト
が
各
地
で
採
取
し
て
記
録
し
た
森
の
妖
精
、
小
び
と
、
ド
ラ
ゴ
ン
、
怪
し
火
、
死
者
の
軍
勢
な
ど
に
関

す
る
口
承
や
民
間
信
仰
は
、
宗
派
化
政
策
の
限
界
と
困
難
を
示
し
て
い
る（

23
（

。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
民
間
信
仰
の
残
存
は
、
伝
統
的
価
値

観
や
行
動
様
式
の
す
べ
て
が
不
変
で
あ
っ
た
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

（
五
）
単
一
宗
派
地
域
・
多
宗
派
地
域
と
亡
命
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
ド
レ
は
、
最
近
の
概
説
書
の
な
か
で
、
西
欧
・
北
欧
世
界
に
顕
著
な
「
単
一
宗
派
性
」
と
東
中
欧
世
界
に
広
く

み
ら
れ
る
「
多
宗
派
性
」
を
対
照
的
に
描
き
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
比
較
史
的
研
究
へ
の
展
望
が
含
ま
れ
て
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い
る
。
ブ
レ
ン
ド
レ
に
よ
れ
ば
単
一
宗
派
国
家
の
形
成
に
一
定
の
成
功
を
収
め
た
国
の
代
表
例
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
ペ
イ
ン
、
ル
タ
ー

派
の
北
欧
諸
国
、
国
教
会
の
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
西
欧
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
多
宗
派
地
域
も
あ
り
、
フ
ラ
ン

ス
の
よ
う
に
少
数
派
（
ユ
グ
ノ
ー
）
が
存
在
し
つ
づ
け
、
寛
容
時
代
と
不
寛
容
時
代
の
両
方
を
経
験
し
た
国
も
あ
る
。
な
お
ブ
レ
ン
ド

レ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
純
度
の
高
い
地
域
に
も
存
在
し
た
異
質
な
少
数
派
に
言
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
セ
ビ
ー

リ
ャ
と
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
の
少
数
派
で
あ
る（

24
（

。
こ
の
集
団
に
つ
い
て
は
か
つ
て
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
キ
ン
ダ
ー
が
調
査
を
行
っ
て

い
る（

2（
（

。
た
だ
し
彼
ら
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
異
端
派
で
あ
っ
た
か
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
そ
の
発
見
と
弾
圧
の
あ
り
方
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
宗
派
化
政
策
の
具
体
例
と
な
る
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ル
ッ
カ

の
福
音
派
と
そ
の
亡
命
に
つ
い
て
高
津
美
和
が
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
迫
害
さ
れ
た
少
数
派
が
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
タ
リ
ア
を

抜
け
出
し
、
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
ス
イ
ス
に
、
ま
た
東
中
欧
に
亡
命
を
試
み
た
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
も
関
わ
っ
て
い
る（

22
（

。
領
域
国
家
の
境
界
を
超
え
た
宗
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
近
世
的
な
現
象

で
あ
り
、
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
さ
い
に
は
、
一
七
世
紀
ピ
エ
モ
ン
テ
の
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
迫
害
・
亡
命
・
帰
還
を
テ
ー
マ
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
い
た
西
川
杉
子
の
研
究
が
手
引
き
と
な
る
。
ま
た
二
〇
〇
九
年
に
西
川
が
中
心
に
な
っ
て
ま

と
め
た
論
集
も
、
ユ
グ
ノ
ー
や
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（
名
誉
革
命
に
反
対
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ

ト
リ
ッ
ク
勢
力
）
の
亡
命
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
亡
命
地
・
中
継
地
に
し
て
国
境
を
越
え
る
思
想
形
成
の
基
地
に
も
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
や

ス
イ
ス
の
役
割
を
知
る
う
え
で
役
に
立
つ（

22
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
は
西
欧
諸
地
域
の
宗
派
化
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
が
、
東
中
欧
・
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
未
開
拓
の
部

分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
ブ
レ
ン
ド
レ
が
提
案
し
て
い
る
東
中
欧
の
多
宗
派
地
域
へ
の
視
野
の
拡
大
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
近
世

研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ブ
レ
ン
ド
レ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
化
政
策
以
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
寛
容
体
制
や
、
ハ
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ン
ガ
リ
ー
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
バ
ル
ト
諸
国
の
多
宗
派
性
に
注
目
し
て
い
る
。

ま
た
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
で
一
六
世
紀
後
半
に
一
時
的
に
国
家
公
認
宗
派
の
地
位
を
得
た
反
三
位
一
体
派
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）
の
よ

う
な
少
数
派
や
、
フ
ス
派
の
流
れ
を
汲
む
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
東
中
欧
で
は
一
七
世
紀
前
半
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
よ

う
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
政
策
に
よ
っ
て
多
宗
派
の
共
存
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
単
一
宗
派
化
に
舵
が
切
ら
れ
た
地
域
も
多
い
が
、
そ
の

宗
派
化
政
策
が
新
た
な
亡
命
の
波
を
起
こ
し
、
や
が
て
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
領
内
の
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
伯
の
所
領
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト

の
よ
う
な
寛
容
空
間
が
生
ま
れ
る
契
機
と
な
っ
た
事
実
は
重
要
で
あ
る（

22
（

。

　

あ
る
地
域
に
お
け
る
強
権
的
な
宗
派
化
政
策
が
亡
命
者
を
大
規
模
に
発
生
さ
せ
、
別
の
地
域
の
多
宗
派
性
に
拍
車
を
か
け
る
循
環
現

象
は
、
一
六
八
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ユ
グ
ノ
ー
迫
害
（
ナ
ン
ト
王
令
の
廃
止
）
と
諸
外
国
へ
の
大
量
亡
命
の
例
を
あ
げ
る
ま
で

も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
な
お
ナ
ン
ト
王
令
下
の
フ
ラ
ン
ス
の
二
宗
派
共
存
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
和
田
光
司
が
総
合
的
な
視
野
で
研
究
を
行
っ
て
い
る（

29
（

。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
グ
ノ
ー
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
宗
派
化
論
に
も
詳
し
い
塚
本
栄
美
子
が
調
査
を
行
っ
て
い
る（

20
（

。

　

と
こ
ろ
で
ブ
レ
ン
ド
レ
は
、
ル
タ
ー
派
神
学
者
た
ち
が
一
六
世
紀
後
半
に
東
方
の
正
教
世
界
の
指
導
者
た
ち
に
相
互
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
た
こ
と
や
、
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
の
代
表
者
ヤ
ン
・
ロ
キ
ー
タ
が
モ
ス
ク
ワ
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
建
設
す
べ
く
イ
ヴ
ァ

ン
雷
帝
に
宗
教
討
論
を
申
し
入
れ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、
東
方
へ
の
宗
教
改
革
・
宗
派
問
題
の
波
及
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る（

21
（

。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
と
東
方
正
教
会
と
の
交
渉
と
し
て
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
カ
ン
タ
ベ
リ
大
主
教
ア
ボ
ッ
ト
と
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
総
主
教

キ
リ
ル
・
ル
カ
リ
ス
の
あ
い
だ
の
文
通
と
人
的
交
流
が
那
須
敬
の
研
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
共
通

の
脅
威
で
あ
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

22
（

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
宗
派
問
題
の
全
体
像
を
知
る
に
は
、
ロ
シ
ア
東
欧
世
界
内
部
で
生
じ
て
い
た
宗
派
化
政
策
や
宗
派
対
立
に
も
注
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目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ヨ
ハ
ネ
ス
八
世
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
脅
威
を
前
に
フ
ェ
ラ
ー
ラ
・
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
公
会
議
（
一
四
三
八
、三
九
年
）
を
へ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
を
敢
行
し
、
東
西
教
会
合
同
宣
言
を
発
し
た
こ
と
、
こ
れ
に
モ
ス
ク

ワ
大
公
が
反
発
し
、
ロ
シ
ア
正
教
会
が
自
立
化
し
た
こ
と
、
他
方
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
深
く
浸
透
し
た
こ
と
な
ど
に

関
す
る
諸
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
領
域
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
正
教
徒
の
地
位
、
ま
た
「
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
」

の
誕
生
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
も
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
派
化
の
研
究
と
つ
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
上
述
の
教
会

合
同
宣
言
か
ら
独
立
ロ
シ
ア
正
教
会
の
誕
生
の
時
代
に
つ
い
て
は
三
浦
清
美
に
よ
る
概
観
が
手
が
か
り
と
な
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配

下
の
諸
宗
教
・
諸
宗
派
の
実
態
に
つ
い
て
は
宮
武
志
郎
や
黒
木
英
充
の
論
考
が
参
考
に
な
る（

23
（

。
な
お
一
七
世
紀
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
古

儀
式
派
」
の
正
教
批
判
と
分
離
運
動
は
、
体
制
教
会
の
上
か
ら
の
宗
派
化
政
策
と
そ
れ
に
抵
抗
す
る
人
々
の
遠
心
的
な
独
自
の
宗
派
化

運
動
の
せ
め
ぎ
合
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

24
（

。

　

た
だ
し
非
公
認
宗
派
の
活
動
は
つ
ね
に
遠
心
的
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
家
権
力
と
教
会
の
結
び
つ
き
を
原
理
的
に
否
定
す
る
集

団
は
別
と
し
て
、
国
家
公
認
宗
派
の
地
位
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
小
宗
派
も
随
所
に
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
前
述
の
ト
ラ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
反
三
位
一
体
派
が
そ
う
で
あ
る
。
一
六
世
紀
前
半
の
再
洗
礼
派
の
な
か
に
も
、
権
力
者
と
協
力
し
て
独
自
の
宗
教

改
革
を
試
み
た
指
導
者
が
い
る
。
出
村
彰
の
研
究
が
示
す
と
お
り
バ
ル
タ
ザ
ル
・
フ
ー
プ
マ
イ
ア
ー
が
そ
の
典
型
で
あ
り
、
彼
は
ド
イ

ツ
の
小
都
市
ヴ
ァ
ル
ツ
フ
ー
ト
を
再
洗
礼
派
一
色
に
し
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ニ
コ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
も
領
主
公
認
の
再
洗
礼
派
教
会
を
樹
立

し
て
い
る（

2（
（

。
な
お
再
洗
礼
主
義
は
自
覚
的
信
仰
を
も
つ
受
洗
者
を
地
縁
的
な
制
度
的
教
会
か
ら
切
断
す
る
分
離
主
義
を
内
包
し
て
お

り
、
宗
教
社
会
学
的
に
は
セ
ク
ト
類
型
に
分
類
さ
れ
る
が
、
制
度
的
教
会
の
改
革
や
小
規
模
な
単
一
宗
派
国
家
を
形
成
す
る
動
き
が
再

洗
礼
派
内
部
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
社
会
学
的
類
型
は
し
ば
し
ば
歴
史

的
現
実
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
中
間
形
態
や
混
合
物
が
あ
ち
こ
ち
に
見
つ
か
る
。



宗派化論─ヨーロッパ近世史のキーコンセプト─　踊　共二

（133）242

（
六
）
越
境
す
る
改
宗
者
た
ち

　

近
世
に
お
け
る
「
多
宗
派
化
」
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
大
量
の
改
宗
現
象
を
伴
っ
た
。
宗
教
改
革
そ
れ
自
体
が
改
宗
運
動
で
あ

り
、
ル
タ
ー
も
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
棄
て
た
改
宗
者
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
改
革
者
の
あ
と
に
続
い
た
無
数
の
人
た
ち
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
そ
も
そ
も
改
宗
は
異
宗
教
間
の
現
象
を
さ
す
と
考
え
る
研
究

者
も
多
い
が
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
宗
派
対
立
の
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
真
の
宗
教
」
の
自
覚
を
も
ち
、
互

い
を
異
宗
教
と
し
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
非
宗
教
」
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
信
仰
を
棄
て
る
者
を
背
教
者
と
見
な
し
て
い
た
。
な
お

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
教
会
は
、
上
か
ら
の
宗
派
化
政
策
の
な
か
で
領
域
内
の
異
宗
派
に
対
し
て
改
宗
を
強
制
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
。
改
宗
を
拒
ん
で
投
獄
・
処
刑
さ
れ
た
り
、
ガ
レ
ー
船
に
送
ら
れ
た
り
す
る
者
も
い
れ
ば
、
み
ず
か
ら
異
郷
の
地
に
亡
命
す
る

者
も
い
た
。
そ
の
一
方
で
諸
宗
派
は
、
新
た
な
信
徒
（
改
宗
者
）
の
獲
得
を
自
派
の
教
え
の
正
し
さ
の
証
明
と
見
な
し
、
い
っ
た
ん
改

宗
を
決
意
し
た
者
に
関
し
て
は
物
心
両
面
に
お
い
て
支
援
し
た
た
め
、
宗
教
的
確
信
に
よ
る
改
宗
だ
け
で
な
く
、
生
存
な
い
し
生
活
の

た
め
の
改
宗
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
し
か
に
大
宗
派
は
権
力
と
結
び
つ
い
て
閉
鎖
的
な
宗
派
空
間
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
た

が
、
た
え
ず
や
っ
て
来
る
改
宗
志
願
者
た
ち
の
存
在
ゆ
え
に
、
そ
の
「
密
閉
性
」
は
高
く
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
ス
イ
ス
の
改
宗
事
例

を
宗
教
改
革
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
ま
で
調
べ
た
が
、
そ
れ
は
聖
職
者
・
知
識
人
か
ら
市
民
・
農
民
、
女
性
・
年
少
者
ま
で
及
ん
で
い

た
。
再
改
宗
も
け
っ
し
て
珍
し
い
現
象
で
は
な
い
。
深
沢
克
己
に
よ
れ
ば
、
近
年
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
改
宗
者
た
ち
の
人
物
誌

が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
研
究
の
な
か
で
は
、
一
六
世
紀
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
主
義
に

順
応
し
な
い
人
々
が
形
成
す
る
「
広
大
な
中
間
地
帯
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
七
世
紀
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ

ム
を
そ
の
延
長
上
に
展
望
す
る
議
論
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う（

22
（

。

　

深
沢
が
と
り
あ
げ
て
い
る
改
宗
研
究
に
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ボ
ワ
ソ
ン
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
し
か
に
注
目
す
べ
き
人
物
誌
的
研
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究
で
あ
る
。
ボ
ワ
ソ
ン
は
一
六
三
一
年
か
ら
一
七
六
〇
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
転
向
し
た
四
五
〇
人
も
の
カ
ト
リ
ッ

ク
聖
職
者
の
改
宗
動
機
を
調
査
し
て
い
る
。
ボ
ワ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
改
宗
の
波
は
ナ
ン
ト
王
令
廃
止
後
に
も
け
っ
し
て
収
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
研
究
は
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
宗
派
化
政
策
の
限
界
を
物
語
っ
て
い
る（

22
（

。
キ
ー
ス
・
Ｐ
・
ル
リ
ア
も
フ
ラ

ン
ス
の
改
宗
者
た
ち
（
一
七
世
紀
半
ば
）
の
事
例
を
研
究
し
て
い
る
。
ル
リ
ア
は
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
改
革
派
に
改
宗
し
て
ふ
た
た
び
カ

ト
リ
ッ
ク
に
戻
っ
た
人
々
の
存
在
に
注
目
し
、
そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
「
良
心
」
の
呵
責
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
再
改
宗
が
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
て
い
る（

22
（

。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
法
律
的
な
意
味
で
の
良
心
の
自
由
の
承
認
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宗
教
的
範

疇
の
良
心
論
で
あ
り
、「
過
誤
に
陥
っ
た
良
心
」
の
矯
正
と
「
正
し
い
信
仰
」
の
強
制
と
い
う
中
世
的
思
想
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
と

は
思
え
な
い
。
し
か
し
「
良
心
」
へ
の
神
の
働
き
か
け
を
論
拠
に
「
個
人
」
の
行
動
が
正
当
化
さ
れ
、
そ
し
て
受
容
さ
れ
る
頻
度
の
高

さ
は
、
少
な
く
と
も
共
同
体
的
信
仰
の
衰
え
と
個
人
主
義
的
心
性
の
拡
大
の
現
れ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
で
い
う
個
人
主
義
は
近
代
的
人
権
思
想
に
基
づ
く
個
人
主
義
で
は
な
い
。

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
町
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
出
身
の
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
、
寛
容
論
も
啓
蒙
主
義
も
知
ら
な
い
貧
し
い
少
年
の
こ

ろ
、
一
七
二
〇
年
代
に
家
出
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
者
と
な
っ
て
ト
リ
ー
ノ
の
教
護
院
に
滞
在
す
る
が
、
後
に
書
い
た
『
告
白
』
に

は
、
彼
自
身
の
内
面
だ
け
で
な
く
入
所
者
た
ち
の
姿
が
生
々
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
教
護
院
で
ル
ソ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗

者
と
も
接
し
て
い
る
。
異
宗
派
間
の
改
宗
と
異
宗
教
間
の
改
宗
は
、
同
じ
時
代
に
同
じ
空
間
で
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
六
七
〇

年
代
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
し
た
サ
バ
タ
イ
・
ツ
ヴ
ィ
の
メ
シ
ア
主
義
の
信
奉
者
た
ち
が
キ
リ

ス
ト
教
世
界
に
も
（
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
に
よ
っ
て
）
出
現
し
た
こ
と
も
、
近
世
の
出
来
事
と
し
て
想
起
し
た
い（

29
（

。

　

多
宗
派
地
域
で
は
、
異
宗
派
婚
や
結
婚
後
の
改
宗
に
よ
っ
て
宗
派
境
界
が
家
族
の
内
側
に
引
か
れ
、
ま
た
引
き
直
さ
れ
る
事
例
も
み

ら
れ
た
。
筆
者
は
そ
の
事
例
を
ス
イ
ス
の
宗
派
併
存
地
帯
で
検
証
し
た
が
、
最
近
カ
プ
ラ
ン
は
一
八
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
南
部
に
つ
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い
て
調
査
を
行
い
（
一
二
都
市
七
六
村
の
六
〇
〇
例
）、
異
宗
派
婚
を
行
っ
た
男
女
が
自
分
の
宗
派
の
信
仰
を
守
り
つ
づ
け
た
数
多
く

事
例
や
、
改
宗
し
た
も
の
の
、
死
別
後
、
も
と
の
宗
派
の
男
性
と
再
婚
し
て
再
改
宗
し
た
女
性
の
事
例
な
ど
、
多
種
多
様
な
パ
タ
ー
ン

を
発
見
し
て
い
る（

20
（

。
他
方
、
ハ
イ
ケ
・
ボ
ッ
ク
は
一
七
、一
八
世
紀
に
改
宗
と
移
住
を
目
的
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
や
っ
て
来
た
外
来

者
た
ち
が
市
当
局
に
提
出
し
た
受
け
入
れ
の
嘆
願
書
を
検
討
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
を
記
し
て
自
己
を
語
る
個
人
た
ち
の
群
れ
を
見
い

だ
し
て
い
る（

21
（

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
に
お
け
る
異
宗
教
間
の
改
宗
に
つ
い
て
は
、
関
哲
行
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
ユ
ダ

ヤ
教
徒
（
コ
ン
ベ
ル
ソ
）
や
ム
ス
リ
ム
（
モ
リ
ス
コ
）
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
生
存
の
た
め
の
改
宗
、
隠
れ
た
信
仰
の
維
持
、
再
改

宗
な
ど
の
現
象
を
追
っ
て
い
る（

22
（

。
改
宗
現
象
に
注
目
す
る
近
世
史
研
究
者
は
近
年
と
み
に
増
え
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
に
は
ウ
ー
テ
・

ロ
ッ
ツ
＝
ホ
イ
マ
ン
ら
を
中
心
と
す
る
約
二
〇
の
歴
史
家
た
ち
が
論
文
集
を
編
み
、
研
究
史
的
・
概
念
史
的
整
理
を
行
っ
た
う
え
で
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
東
中
欧
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
に
つ
い
て
、
君
主
か
ら
聖
職
者
、
少
年
少
女
に
い
た
る
ま

で
の
事
例
研
究
を
行
い
、
か
つ
美
術
や
演
劇
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
改
宗
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る（

23
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
世
史
に
新
し
い
知
見
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
た
ち
が
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
行
っ
た
改
宗
活
動
の
研

究
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な
情
報
で
あ
る
。
参
照
す
べ
き
研
究
は
多
く
の
地
域
に
つ
い
て
数
多
く
存
在
す

る
が
、
こ
こ
で
は
斎
藤
晃
お
よ
び
伊
藤
繁
子
の
著
書
、
川
村
信
三
の
編
著
を
あ
げ
て
お
き
た
い（

24
（

。

（
七
）
寛
容
と
不
寛
容

　

す
で
に
何
度
か
触
れ
た
概
説
書
の
な
か
で
ブ
レ
ン
ド
レ
は
、
近
世
を
つ
う
じ
て
多
く
の
人
々
の
関
心
事
で
あ
っ
た
宗
教
的
寛
容
の
問

題
、
個
人
の
良
心
の
問
題
と
宗
派
化
理
論
は
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
シ
リ
ン
グ
や
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
説
明
し
て
い
な
い
と
批
判
し
、
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「
宗
教
的
多
元
性
の
受
容
」（A

kzeptanz des religiösen Pluralism
us

）
の
歴
史
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る（

2（
（

。
以

下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
見
通
し
を
た
て
て
み
た
い
。

　

一
般
に
近
世
人
の
思
考
は
共
同
体
的
で
あ
っ
て
コ
ミ
ュ
ー
ナ
リ
ズ
ム
こ
そ
社
会
の
構
成
原
理
で
あ
り
、
魂
の
救
済
も
共
同
体
に
依
存

し
、
個
人
の
罪
も
共
同
体
全
体
を
損
な
い
、
神
罰
さ
え
引
き
起
こ
す
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

22
（

。
そ
う
し
た
観
念

は
、
た
し
か
に
都
市
や
農
村
の
「
共
同
体
宗
教
改
革
」
の
前
提
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

22
（

。
ま
た
近
世
人
の
共
同
体
的
観
念
は
、

人
々
を
魔
女
狩
り
に
駆
り
た
て
る
民
衆
心
理
と
も
連
結
し
て
い
る（

22
（

。
そ
う
し
た
観
点
に
立
て
ば
、
異
宗
派
つ
ま
り
誤
っ
た
教
え
を
信
奉

す
る
人
間
の
存
在
も
共
同
体
に
破
壊
的
作
用
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
異
宗
派
の
排
除
は
共
同
体
全
体
の
課
題
と
な
る
。
宗
派
化
運
動

の
下
か
ら
の
展
開
に
は
そ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
け
っ
き
ょ
く
は
異
宗
派
を
排
除
で
き
ず
、

不
本
意
な
共
存
、
つ
ま
り
近
世
的
な
意
味
で
の
ト
レ
ラ
ン
ス
が
常
態
化
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
同
じ
信
仰
を
も
つ
信
徒
の
救
済
共
同

体
を
都
市
空
間
な
い
し
村
落
空
間
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
地
縁
に
よ
ら
な
い
人
的
結
合
体
と
し
て
把
握

す
る
傾
向
が
次
第
に
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
社
会
で
は
、
共
同
体
内
に
異
宗
派
の
信
仰
を
抱
く
個
人
や
集
団
が

存
在
す
る
こ
と
が
災
厄
を
招
く
と
い
っ
た
迷
信
的
な
意
識
は
次
第
に
克
服
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
宗
派
的
純
化
を

求
め
る
運
動
の
揺
り
戻
し
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
に
し
て
も
、
歴
史
の
歯
車
は
回
り
つ
づ
け
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
有
数
の
巡
礼
都
市
ケ

ル
ン
に
も
櫻
井
美
幸
の
研
究
が
示
す
と
お
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
少
数
派
が
お
り
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
大
海
の
な
か
で
生
き
延
び
て
い
た

が
、
猪
狩
由
紀
に
よ
る
と
一
八
世
紀
後
半
（
一
七
八
七
年
か
ら
の
三
年
間
）
に
ケ
ル
ン
市
内
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
建
設
要
求
を

め
ぐ
っ
て
論
争
の
渦
と
化
し
た
。
啓
蒙
主
義
の
影
響
を
受
け
た
市
参
事
会
員
た
ち
が
肯
定
論
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
。
け
っ

き
ょ
く
同
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
私
的
空
間
で
の
礼
拝
を
認
め
る
旧
来
の
黙
認
体
制
に
異
論
を
唱
え
る
者
は

い
な
か
っ
た
と
い
う（

29
（

。
こ
の
黙
認
体
制
の
歴
史
的
な
意
味
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
基
本
的
に
不
寛
容
な
宗
派
国
家
や
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宗
派
都
市
が
、
個
人
の
良
心
の
自
由
・
信
教
の
自
由
を
法
的
に
承
認
す
る
時
代
を
迎
え
る
以
前
に
、
宗
教
的
迫
害
や
流
血
の
衝
突
を
抑

制
す
る
た
め
に
選
び
と
っ
た
機
能
的
・
実
際
的
な
解
決
策
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

カ
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
諸
都
市
は
西
欧
で
も
っ
と
も
多
宗
派
的
な
世
界
で
あ
り
、
公
認
宗
派
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
は
私
的
に
は
認
め
ら
れ
、
再
洗
礼
派
系
の
少
数
派
や
宗
派
化
に
は
至
ら
な
い
小
集
団
・
小
集

会
が
ひ
し
め
き
、
数
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
暮
ら
し
て
い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
屋
根
裏

教
会
」（O

ns ＇ Lieve H
eer op Solder

）
は
現
在
も
そ
の
豪
華
な
礼
拝
空
間
に
よ
っ
て
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
が
、
一
七
〇
〇
年

ご
ろ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
諸
派
あ
わ
せ
て
二
〇
も
の
礼
拝
所
が
あ
っ
た
。
メ
ノ
ー
派
は
六
つ
の
礼
拝
所
を
も
っ
て
い
た
。
ユ
ト
レ

ヒ
ト
の
場
合
は
カ
ト
リ
ッ
ク
一
一
、
メ
ノ
ー
派
二
、
ル
タ
ー
派
一
、
レ
モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ト
派
一
で
あ
る
。
彼
ら
の
礼
拝
所
は
、
内
部
は

い
く
ら
壮
麗
で
あ
っ
て
も
外
観
的
に
は
た
だ
の
「
家
」
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
や
団
体
が
オ
ラ
ン
ダ
で
存
続
し
え
た
の
は
、
彼

ら
が
「
公
的
」
な
教
会
で
あ
る
こ
と
を
主
張
せ
ず
、
家
の
内
部
で
「
私
的
」
な
礼
拝
を
行
う
に
と
ど
め
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
プ
ラ
ン
に

よ
れ
ば
「
公
私
」
の
区
別
は
宗
派
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
明
瞭
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
境
界
線
は
「
家
」
と
そ
の
外

側
の
世
界
の
あ
い
だ
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
公
認
宗
派
に
属
さ
な
い
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
た
ち
に
も
「
家
」
の
な

か
で
は
「
私
事
」
と
し
て
礼
拝
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
信
仰
の
「
私
事
化
」（Privatization

）
が
見
て
と
れ
る（

90
（

。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
公
認
宗
派
と
黙
認
宗
派
の
差
別
の
な
か
で
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
近
代
的
な
現
象
と
は
言
え
な
い
が
、
中

世
の
統
一
的
・
共
同
体
的
キ
リ
ス
ト
教
を
ひ
と
つ
の
極
と
す
れ
ば
、
変
化
の
方
向
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う（

91
（

。

　

近
代
的
な
寛
容
思
想
、
つ
ま
り
価
値
の
多
元
性
を
承
認
し
て
他
者
を
他
者
の
ま
ま
受
容
す
る
思
想
や
基
本
的
人
権
と
し
て
の
個
人
の

良
心
の
自
由
を
宗
派
主
義
の
時
代
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
近
代
的
概
念
は
真
空
の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
で
は

な
い
。
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
宗
派
化
競
争
の
な
か
で
凄
惨
な
迫
害
や
戦
争
が
起
こ
り
、
和
平
な
い
し
休
戦
の
た
め
の
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実
務
的
か
つ
具
体
的
な
調
停
が
行
わ
れ
、
真
理
の
独
占
を
疑
わ
な
い
宗
派
勢
力
も
異
宗
派
に
対
し
て
「
や
む
を
え
ざ
る
容
認
」
の
態
度

を
と
り
、
宗
派
勢
力
間
で
領
域
的
な
線
引
き
や
分
割
可
能
な
利
益
の
配
分
が
試
み
ら
れ
、
ま
た
衝
突
を
避
け
る
工
夫
と
し
て
公
的
空
間

の
脱
宗
派
化
が
進
め
ら
れ
る
過
程
こ
そ
、
近
代
思
想
の
漸
進
的
形
成
の
場
で
あ
っ
た
。
深
沢
克
己
は
、
宗
派
対
立
時
代
に
お
け
る
異
宗

派
間
の
「
自
発
的
な
平
和
共
存
体
制
」
と
日
常
的
な
「
善
隣
関
係
」
の
構
築
の
試
み
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
啓
蒙
期
の
積
極
的
寛
容
概
念

の
生
成
も
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
て
「
寛
容
と
不
寛
容
の
長
期
的
弁
証
法
」
に
意
を
払
う
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
展
望

は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
な
お
深
沢
に
よ
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
王
権
に
よ
る
上
か
ら
の
宗
派
化
政
策
が
厳
し
さ
を
増
し
た
ナ

ン
ト
王
令
廃
止
直
前
（
一
六
七
〇
年
代
）
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
宥
和
を
図
り
、
食
事

や
ス
ポ
ー
ツ
を
つ
う
じ
た
交
流
を
試
み
た
事
例
も
あ
る
と
い
う
（
ド
フ
ィ
ネ
地
方
）。
こ
う
し
た
不
寛
容
の
時
代
の
寛
容
の
実
例
は
、

掘
り
下
げ
た
調
査
を
行
え
ば
い
っ
そ
う
多
く
の
場
所
で
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う（

92
（

。

　

一
六
八
〇
年
代
後
半
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、『
寛
容
に
つ
い
て
の
書
簡
』
の
な
か
で
、「
人
は
自
分
が
ど
の
よ
う
な
信
仰
ま
た
は
宗

教
を
も
つ
か
の
決
定
権
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
説
き
、「
為
政
者
が
あ
る
教
会
に
加
わ
ろ
う
と
離
れ
よ
う
と
、
教
会
は
い

つ
で
も
そ
れ
以
前
と
同
じ
く
自
由
で
自
発
的
な
結
社
（free voluntary society

）
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
主
張
自
体
は
、
良
心

の
自
由
（
権
利
）
の
承
認
と
し
て
、
ま
た
政
教
分
離
の
宣
言
と
し
て
高
い
価
値
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ッ
ク
が
イ
ギ

リ
ス
の
非
国
教
諸
派
の
擁
護
者
と
し
て
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
連
帯
者
と
し
て
こ
の
文
章
を
書
い
た
こ
と
、
ま
た
カ

ト
リ
ッ
ク
に
は
寛
容
を
認
め
ず
、「
無
神
論
者
」
に
は
さ
ら
に
不
寛
容
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
ロ
ッ
ク
の
思

想
は
、
不
寛
容
時
代
の
寛
容
論
か
ら
完
全
に
抜
け
出
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る（

93
（

。
そ
れ
は
い
ま
だ
「
寛
容
と
不
寛
容
の
長
期
的
弁
証

法
」
の
展
開
過
程
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
ロ
ッ
ク
以
前
の
数
々
の
寛
容
論
や
宗
派
対
立
の
実
践
的
解
決
の
試
み
も
同
じ
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
後
世
の
思
想
家
や
実
践
家
に
よ
る
理
論
構
築
、
制
度
設
計
の
踏
み
台
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
寛
容
（
思
想
と
実
践
）
の
研
究
は
幅
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
十
分
な
整
理
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
が
、「
多
宗
派
化
」
を
背
景
と
し
た
寛
容
思
想
・
寛
容
体
制
の
出
現
地
と
し
て
重
要
な
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、
桜
田
美
津
夫
の

研
究
が
手
引
き
と
な
る（

94
（

。
ま
た
、
国
教
会
と
群
小
の
諸
宗
派
と
の
軋
轢
に
悩
ま
さ
れ
た
一
七
、一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、「
包
括
」
と
「
寛
容
」
す
な
わ
ち
国
教
会
へ
の
取
り
込
み
と
限
定
的
な
礼
拝
の
自
由
の
承
認
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
青
柳
か
お
り

の
研
究
が
あ
る（

9（
（

。

　

と
こ
ろ
で
近
世
の
寛
容
論
の
分
析
に
お
い
て
必
要
な
観
点
の
ひ
と
つ
は
、
体
制
派
の
議
論
だ
け
で
な
く
被
迫
害
者
や
被
追
放
者
の
声

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
追
放
さ
れ
た
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ス
テ
リ
ョ
の
寛
容
思
想
は
ハ
ン
ス
・
Ｒ
・
グ
ッ
ギ

ス
ベ
ル
ク
の
研
究
の
翻
訳
と
出
村
彰
の
書
物
に
よ
っ
て
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
異
端
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
再
洗
礼
派
バ
ル

タ
ザ
ル
・
フ
ー
プ
マ
イ
ア
ー
の
寛
容
論
に
関
し
て
は
筆
者
が
翻
訳
と
解
題
を
行
っ
て
い
る（

92
（

。
彼
ら
の
議
論
が
当
時
の
社
会
に
ど
れ
ほ
ど

影
響
を
も
ち
え
た
か
は
別
と
し
て
、
近
世
人
の
多
様
な
寛
容
理
解
の
事
例
と
し
て
の
価
値
は
高
い
。

　

敬
虔
主
義
者
と
り
わ
け
ラ
デ
ィ
カ
ル
派
は
、
国
家
宗
派
と
対
立
す
る
な
か
で
迫
害
さ
れ
る
少
数
宗
派
と
連
帯
す
る
動
き
を
示
し
、

「
再
宗
派
化
」
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
一
八
世
紀
初
頭
に
寛
容
思
想
お
よ
び
多
宗
派
共
存
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア

（
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
）
兄
弟
団
や
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ク
フ
ェ
ル
ト
派
を
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
に
か
く
ま
っ
た
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
伯
の
活
動
が
と
く

に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
寛
容
思
想
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
弱
小
な
諸
宗
派
・
諸
グ
ル
ー
プ
の
相
互
援
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
研
究
が
待
た
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
ア
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ラ
ハ
タ
が

概
観
的
な
論
文
を
書
い
て
い
る（

92
（

。

　

近
代
的
な
寛
容
思
想
や
人
権
と
し
て
の
良
心
の
自
由
の
概
念
の
生
成
過
程
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
的
形

成
物
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
神
学
的
な
内
容
の
も
の
、
政
治
的
・
法
的
な
内
容
の
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
同
じ
語
彙
で
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あ
っ
て
も
意
味
内
容
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
現
代
的
な
観
念
を
近
世
の
諸
思
想
の
な
か
に
無
意
識
に
投
影
し
て
し
ま
う
恐

れ
も
あ
る
。
そ
う
し
た
誤
り
を
避
け
る
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
良
心
の
自
由
や
寛
容
に
つ
い
て
概
念
史
的
な
整
理
を
行
っ
た
和
田

光
司
の
研
究
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

92
（

。

（
八
）
異
宗
派
と
異
宗
教

　

宗
派
分
裂
の
時
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
異
宗
派
だ
け
で
な
く
異
宗
教
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
存
在
も
よ
り
強

く
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
異
宗
派
と
の
争
い
を
異
宗
教
と
の
争
い
と
重
ね
合
わ
せ
る
者
も
い
た
。
ま
た
異
宗
教
に
対
す
る

寛
容
を
説
く
知
識
人
も
い
た
。
近
世
ド
イ
ツ
語
圏
に
つ
い
て
は
、
田
中
真
造
と
森
田
安
一
の
研
究
が
参
考
に
な
る（

99
（

。
な
お
ゲ
ル
デ
ィ
ー

ン
・
ヨ
ン
カ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
お
よ
び
キ
リ
ス

ト
教
世
界
の
堕
落
に
向
け
ら
れ
た
神
の
怒
り
の
実
行
者
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
密
か
な
同
盟
者
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う（

100
（

。
河
野
淳
が
研
究
し
て
い
る
近
世
ド
イ
ツ
の
大
衆
向
け
印
刷
物
の
ジ
ャ
ン
ル
「
ト
ル
コ
ば
な

し
」（T

urcica

）
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
性
」
と
「
ホ
ラ
ー
」
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
い
て
い
る
と
い
う（

101
（

。

　

上
述
の
イ
メ
ー
ジ
は
空
想
な
い
し
創
作
活
動
の
な
か
で
作
ら
れ
た
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
と
っ
て
ム

ス
リ
ム
は
隣
人
で
あ
り
、
ま
た
支
配
者
で
あ
っ
た
。
な
お
西
欧
の
宗
教
改
革
・
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
・
宗
派
化
競
争
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
領

内
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
一
七
世
紀
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
オ
ス
マ
ン
領
内
の
正
教
徒
た
ち
の
カ

ト
リ
ッ
ク
改
宗
に
と
り
組
ん
で
い
た（

102
（

。
西
欧
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
も
ム
ス
リ
ム
と
じ
か
に
出
会
う
機
会
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
と
り
わ
け
聖
地
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
は
密
度
の
濃
い
接
触
を
可
能
に
し
て
い
た
。
櫻
井
康
人
は
各
種
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼

記
を
も
と
に
一
五
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
観
・
ム
ス
リ
ム
観
を
丹
念
に
調
べ
て
い
る（

103
（

。
一
六
世
紀
以
降
、
宗
派
分
裂
時
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代
の
聖
地
巡
礼
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
解
明
が
待
た
れ
る
。
宗
教
改
革
の
さ
な
か
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
赴
い
た

人
々
の
巡
礼
記
の
な
か
に
は
印
刷
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
五
二
三
年
、
か
の
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・

デ
・
ロ
ヨ
ラ
の
同
伴
者
と
し
て
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
を
行
い
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
が
宗
教
改
革
に
完
全
に
移
行
し
た
後
も
カ
ト
リ
ッ
ク
的
で

あ
っ
た
市
参
事
会
員
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ュ
ス
リ
の
記
録
や
、
同
じ
時
期
に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
や
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
旅

し
た
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
商
人
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ト
ッ
カ
ー
の
巡
礼
記
な
ど
で
あ
る（

104
（

。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
は
近
世
人
の
強
い
個
性
が
感

じ
ら
れ
る
。
な
お
パ
ル
ミ
ラ
・
ブ
ラ
メ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
巡
礼
記
に
も
一
六
世
紀
以
降
に
は
個
性
と
主
観
性

が
目
だ
つ
も
の
が
多
い
と
い
う（

10（
（

。
と
も
あ
れ
、
異
宗
派
・
異
文
化
・
異
民
族
の
土
地
を
旅
し
、
異
宗
教
世
界
の
た
だ
な
か
に
あ
る
聖
地

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
向
か
っ
た
人
々
の
記
録
は
、
近
世
人
の
自
己
証
言
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
が
出
版
さ
れ
た
場
合
は
、
読

者
層
の
他
者
認
識
、
異
宗
派
・
異
宗
教
・
異
文
化
認
識
へ
の
影
響
も
研
究
対
象
に
な
り
う
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
文
主
義
と
宗
教
改
革
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
研
究
を
つ
う
じ
て
ユ
ダ
ヤ
教
世
界
に
接
近
し
て
お
り
、
宗
教
改
革
急
進
派
の
な

か
に
は
神
概
念
や
祭
礼
の
面
ま
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
、
東
中
欧
の
安
息
日
厳
守
派
や
反
三
位
一

体
派
が
そ
の
典
型
で
あ
る（

102
（

。
近
世
は
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
が
高
ま
る
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
「
親
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
が
静
か
に
広
が
っ
て

い
た
時
代
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
多
宗
派
化
」
の
過
程
に
は
、
地
域
差
は
あ
れ
、
思
想
史
の
レ
ベ
ル
で
も

事
件
史
の
レ
ベ
ル
で
も
、
し
ば
し
ば
異
宗
教
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
関
わ
っ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
近
年
ミ
ン
コ
フ
や
ベ
ー
ア
に
よ
っ
て
大
き
く
進
展
し
て
お

り
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
改
宗
現
象
と
隣
接
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
つ
な
が
り
も
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
異
宗
教
世

界
間
の
「
接
続
さ
れ
た
歴
史
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

102
（

。
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（
九
）
個
人
の
ゆ
く
え

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
に
「
個
人
（
主
義
）
化
」（Individualisierung

）
の
過
程
を
み
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

た
と
え
ば
カ
ス
パ
ル
・
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
イ
ヤ
ー
ツ
は
、
す
で
に
一
七
世
紀
に
は
知
識
人
や
貴
族
に
と
ど
ま
ら
ず
平
民
世
界
の
男
女
に
も

広
が
っ
て
い
た
書
簡
、
日
記
、
自
叙
伝
、
自
画
像
な
ど
の
自
己
証
言
記
録
（Selbstzeugnisse

）
を
分
析
し
た
論
文
集
を
編
ん
で
い

る
が
、
そ
の
な
か
で
彼
は
、
近
世
に
お
い
て
は
宗
派
の
異
な
る
人
々
と
の
接
触
が
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
な
い
し
確
立
を

う
な
が
す
状
況
が
あ
っ
た
と
論
じ
、
宗
教
改
革
と
宗
派
問
題
に
紙
幅
を
費
や
し
た
自
己
証
言
記
録
の
事
例
と
し
て
ト
ー
マ
ス
・
プ
ラ
ッ

タ
ー
の
日
記
を
あ
げ
て
い
る（

102
（

。
周
知
の
よ
う
に
プ
ラ
ッ
タ
ー
は
、
ス
イ
ス
、
ヴ
ァ
リ
ス
の
農
村
出
身
者
で
あ
り
、
宗
教
改
革
時
代
に
放

浪
学
生
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
し
て
バ
ー
ゼ
ル
の
学
校
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る（

109
（

。
な
お
上
述

の
論
文
集
の
な
か
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ユ
ダ
ヤ
人
世
界
に
お
け
る
（
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
同
時
並
行
的
な
）
個
人
（
主
義
）
化
の
過
程

を
論
じ
た
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト
・
リ
ー
ス
は
、
近
世
の
時
代
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
自
律
的
個
人
の
認
識
の

確
立
以
前
か
ら
個
人
と
社
会
の
関
係
に
は
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
個
人
の
自
律
性
の
現
実
的
な
増
大
を
意
味

し
な
い
と
し
て
も
、「
私
意
識
」
の
深
化
や
意
識
的
な
個
人
行
動
の
増
加
が
確
認
で
き
る
と
述
べ
て
い
る（

110
（

。
こ
う
し
た
議
論
は
、
近
世

の
社
会
的
変
化
が
諸
個
人
の
役
割
を
増
大
さ
せ
、
人
間
観
察
（
他
者
の
観
察
）
と
自
己
観
察
（
自
己
対
象
化
）
を
促
す
こ
と
を
指
摘
し

た
エ
リ
ア
ス
の
理
論
に
も
通
じ
て
い
る（

111
（

。

　

中
世
的
な
身
分
観
、
職
業
観
、
社
会
観
、
共
同
体
観
か
ら
解
放
さ
れ
た
個
人
の
観
念
は
啓
蒙
と
市
民
革
命
の
時
代
に
確
立
す
る
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
の
「
私
意
識
」
の
深
化
は
一
七
世
紀
の
宗
教
運
動
と
り
わ
け
「
自
己
省
察
」（Selbstreflektion

）
を
重
ん
じ
る

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
や
敬
虔
主
義
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
た
と
説
い
た
の
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
デ
ュ
ル
メ
ン
で
あ
る
。
森
涼
子

は
こ
う
し
た
学
説
を
念
頭
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
後
半
の
北
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
敬
虔
主
義
運
動
の
担
い
手
た
ち
（
と
り
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わ
け
女
性
た
ち
）
の
内
面
を
未
刊
行
史
料
を
駆
使
し
て
描
き
出
し
、「
私
意
識
」
の
生
成
の
あ
り
さ
ま
に
肉
迫
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る（
112
（

。
敬
虔
主
義
は
そ
も
そ
も
、
国
家
教
会
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
形
式
主
義
を
突
き
抜
け
て
ル
タ
ー
宗
教
改
革
の
出
発
点
に
あ
る
深
い

内
面
性
に
回
帰
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
な
お
フ
ァ
ン
・
デ
ュ
ル
メ
ン
は
個
人
に
自
己
省
察
を
促
す
要
因
と
し
て
近
世
の
教
育
制
度
も
あ

げ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
近
世
の
中
等
学
校
の
学
習
過
程
に
お
い
て
、
ま
た
個
別
の
師
弟
関
係
に
お
い
て
、
人
の
内
面
に
何
が
起
こ
っ

て
い
た
の
か
を
探
り
だ
す
研
究
も
望
ま
れ
る（

113
（

。

　

近
世
に
お
い
て
は
、
ル
ソ
ー
な
ら
ず
と
も
自
己
の
体
験
や
心
の
た
け
を
日
記
に
つ
け
る
個
人
が
増
え
て
お
り
、
出
身
階
層
の
限
定
性

の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
宗
派
化
政
策
の
効
果
や
限
界
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
た
め
の
豊
富
な
材
料
が
見
つ
か
る
で
あ

ろ
う
。
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
、
ま
た
非
国
家
的
な
小
宗
派
の
信
徒
た
ち
が
つ
け
た
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ダ
イ
ア
リ
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
自
身
の
内
面
の
記
録
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
の
行
動
と
声
を
書
き
と
め
た
記
録
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る（

114
（

。
な
お
三
十
年
戦
争
以
後
の
ド
イ
ツ
で
大
衆
向
け
に
作
成
さ
れ
た

印
刷
物
（
一
枚
刷
り
や
短
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
な
か
に
は
「
中
立
」
を
説
く
も
の
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
個
人
主
義
的
・
内
面

的
な
信
仰
を
強
調
す
る
教
え
と
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
活
版
印
刷
メ
デ
ィ
ア
が
扇
動
的
な
宗
派
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ

れ
て
い
た
一
六
世
紀
と
は
異
な
る
時
代
相
が
垣
間
見
え
る（

11（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
近
世
に
お
い
て
「
私
意
識
」
が
高
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
確
立
さ
れ
た
個
人
主
義
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
近
世
の

諸
個
人
は
、
都
市
や
農
村
に
お
け
る
近
世
特
有
の
階
層
分
裂
と
貧
困
層
の
増
大
の
な
か
で
、
ま
た
市
民
権
・
村
民
権
の
閉
鎖
化
、
門
閥

支
配
の
横
行
の
な
か
で
「
理
想
の
共
同
体
」
を
追
い
求
め
て
お
り
、
そ
れ
を
宗
教
の
世
界
で
発
見
し
た
人
々
が
新
し
い
宗
派
共
同
体
に

過
剰
な
ほ
ど
に
適
合
す
る
事
例
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
各
地
か
ら
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
奥
地
に
逃
亡
し
て
自
給
自
足
的
な
コ
ロ

ニ
ー
を
つ
く
っ
た
フ
ッ
タ
ー
派
は
、
諸
個
人
の
権
利
を
私
有
財
産
も
含
め
て
徹
底
的
に
奪
っ
た
が
、
新
規
加
入
者
（
亡
命
者
）
は
一
六
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世
紀
後
半
に
増
え
つ
づ
け
、
信
徒
数
は
八
〇
〇
〇
人
に
及
ん
だ
。
た
だ
し
脱
出
者
も
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
フ
ッ
タ
ー
は
去
る
者
を

決
し
て
追
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
諸
個
人
の
自
覚
的
信
仰
を
前
提
に
し
た
非
国
家
的
な
宗
派
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
タ

イ
プ
の
宗
派
の
叢
生
こ
そ
近
世
的
な
現
象
な
の
で
あ
る（

112
（

。

　

な
お
亡
命
と
い
う
行
為
を
「
現
世
逃
避
」
と
見
な
し
、
亡
命
者
（
逃
亡
者
）
た
ち
は
「
現
世
内
的
」
な
変
革
運
動
の
担
い
手
と
は

違
っ
て
近
代
的
価
値
の
創
出
や
諸
権
利
の
獲
得
の
歴
史
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
亡
命
者
も
亡
命
地
の

社
会
に
根
を
張
り
、「
現
世
内
的
」
な
諸
運
動
に
参
画
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
再
洗
礼
派
の
一
部
の
よ
う
に
北
米
の
亡
命
地
で

も
宣
誓
や
兵
役
や
公
教
育
さ
え
忌
避
し
、
都
市
を
嫌
っ
て
荒
野
に
住
ん
だ
集
団
に
は
歴
史
形
成
力
が
な
い
と
考
え
る
の
も
一
面
的
で
あ

る
。
た
と
え
ば
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
中
に
従
軍
を
拒
み
、
投
獄
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
が
、
彼
ら
の
訴
え
は
、
国
民
な
い
し
市

民
の
義
務
と
個
人
に
認
め
ら
れ
る
権
利
の
再
定
義
を
立
法
者
た
ち
に
課
題
と
し
て
投
げ
か
け
、
法
律
の
運
用
を
変
え
さ
せ
、
そ
し
て
修

正
（
代
替
役
務
や
納
税
に
よ
る
兵
役
の
免
除
）
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
武
器
を
と
っ
て
権
利
を
勝
ち
と
っ
た
人
々

の
歴
史
形
成
力
と
は
別
の
次
元
で
、
彼
ら
も
ま
た
歴
史
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア

に
移
住
し
た
ク
エ
ー
カ
ー
、
ア
ー
ミ
シ
ュ
、
メ
ノ
ー
派
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ク
フ
ェ
ル
ト
派
な
ど
の
歴
史
を
調
べ
れ
ば
わ
か
る（

112
（

。

お
わ
り
に

　

シ
リ
ン
グ
は
最
近
、
宗
派
化
を
め
ぐ
る
新
し
い
諸
研
究
の
成
果
を
採
り
入
れ
て
視
野
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
と
く
に
二
〇
〇
九
年

に
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
射
程
に
入
れ
た
興
味
深
い
論
文
を
書
い
て
い
る
。
シ
リ
ン
グ
が
こ
の
論
文
で
説
い
て
い
る
の
は
、
四
大
宗
派
に
よ
る

国
家
的
な
宗
派
化
政
策
は
そ
の
反
作
用
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
所
で
信
仰
亡
命
者
を
生
み
だ
し
た
こ
と
、
そ
し
て
多
宗
派
性
の
強
い
場
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所
、
た
と
え
ば
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
大
都
市
、
東
中
欧
、
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
な
ど
へ
の
亡
命
の
流
れ
が
生
ま
れ
た

こ
と
、
亡
命
教
会
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
権
力
か
ら
自
由
な
自
律
的
共
同
体
が
生
ま
れ
、
共
同
体
レ
ベ
ル
お

よ
び
個
人
レ
ベ
ル
の
「
自
己
規
律
化
」（Selbstdisziplinierung

）
が
進
ん
だ
こ
と
、
そ
の
一
方
で
異
宗
派
間
の
接
触
と
交
流
と
く
に

経
済
的
協
力
関
係
も
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
リ
ン
グ
は
、
宗
派
時
代
の
亡
命
集
団
の
典
型
例
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
と
セ
フ
ァ

ル
デ
ィ
ー
ム
系
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
共
通
項
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
シ
リ
ン
グ
の
国
家
中
心
的
な
宗
派
化
論

は
、
い
ま
や
シ
リ
ン
グ
自
身
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
観
が
あ
る（

112
（

。
た
だ
し
、
国
家
と
結
び
つ
い
た
宗
教
集
団
だ
け
を
コ
ン
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
と
呼
び
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
英
米
式
に
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
前
述
の
区
分
自
体
は
修
正
し
て
お
ら
ず
、
宗
派
の
定
義

は
依
然
と
し
て
国
家
中
心
的
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
一
定
の
信
仰
告
白
（
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
も
つ
宗
教
組
織
は
ひ
と

し
く
宗
派
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
諸
宗
派
は
前
述
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
な
宗
教
社
会
学
的
類
型
論
に
従
っ
て
分
類
す
れ
ば
キ
ル
ヘ
（
制

度
的
教
会
）
で
あ
っ
た
り
ゼ
ク
テ
（
結
社
）
で
あ
っ
た
り
す
る
と
し
て
も
、
キ
ル
ヘ
か
ら
ゼ
ク
テ
が
析
出
さ
れ
、
ま
た
ゼ
ク
テ
が
キ
ル

ヘ
に
変
貌
す
る
こ
と
も
歴
史
的
に
は
珍
し
く
な
い
。
個
人
主
義
的
傾
向
の
強
い
心
霊
主
義
者
・
神
秘
主
義
者
に
お
い
て
さ
え
緩
い
同
志

的
結
合
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
宗
派
化
に
行
き
着
く
こ
と
も
あ
る
。
シ
ョ
ル
ン
＝
シ
ュ
ッ
テ
は
、
大
宗
派
に
宗
派
化
の
担
い
手
を
限
定
す

る
見
方
は
恣
意
的
で
あ
っ
て
メ
ノ
ー
派
や
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ク
フ
ェ
ル
ト
派
な
ど
も
宗
派
で
は
な
い
の
か
、
再
確
認
す

べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る（

119
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
家
と
結
び
つ
い
た
宗
派
化
だ
け
で
な
く
、
非
国
家
的
な
宗
派
化
の
過
程
、
宗
派
内
の
細
胞
分
裂
、
そ
し
て
宗

教
的
価
値
観
の
多
元
化
は
近
世
史
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
宗
派
化
論
は
「
多
宗
派
化
論
」
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
世
史
の
総
合
的
理
解
に
つ
な
が
る
研
究
に
は
結
び
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
多
様
な
価
値
の
な
か
か
ら
何
か
を
選
び
と
る
諸
個

人
の
「
私
意
識
」
の
高
ま
り
も
近
世
的
な
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
「
根
本
過
程
」
の
ひ
と
つ
で
は
な
か
っ
た
か
、
検
証
を
進
め
る
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必
要
が
あ
る
。

　

ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
レ
ー
マ
ン
は
国
家
的
宗
派
化
論
を
批
判
し
、
近
世
国
家
は
宗
派
化
政
策
一
本
や
り
で
は
な
く
多
く
の
国
家
が
重
商

主
義
政
策
の
一
環
と
し
て
富
の
増
大
と
常
備
軍
の
増
強
の
た
め
に
非
宗
派
的
な
人
口
増
加
政
策
（Peuplierung

）
を
遂
行
し
て
い
た

と
述
べ
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
国
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
同
国
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
移
民
だ
け
で
な
く
メ
ノ
ー
派
も
ル
タ
ー
派
の

敬
虔
主
義
集
団
も
ユ
ダ
ヤ
人
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
傭
兵
・
常
備
軍
の
兵
士
は
実
際
上
「
宗
派
不
問
」
で
あ
り
、
宮
廷
に
招
か
れ
る
芸

術
家
等
も
同
様
で
あ
っ
た（

120
（

。
こ
う
し
た
現
象
は
「
脱
宗
派
化
」（Entkonfessionalisierum

g

）、「
脱
教
会
化
」（Entkirchlichung

）、

そ
し
て
「
世
俗
化
」
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ポ
ー
リ
ヒ
と
ウ
ー
テ
・
ロ
ッ
ツ
・
ホ

イ
マ
ン
ら
が
編
集
し
た
論
文
集
が
参
考
に
な
る（

121
（

。
彼
ら
の
研
究
は
、
宗
派
化
と
絡
み
合
い
な
が
ら
起
こ
っ
て
い
た
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

別
の
「
根
本
過
程
」
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
「
世
俗
化
」
を
論
じ
る
場
合
、
そ
の
第
一
の
意
味
は
宗
教
的
価
値
自
体
の
喪
失
で
は

な
く
公
権
力
や
公
的
空
間
と
宗
教
を
切
り
離
す
こ
と
で
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
リ
ー
ホ
フ
は
、
近
世
オ
ラ
ン

ダ
の
宗
教
事
情
を
分
析
し
た
論
考
の
な
か
で
、「
公
的
生
活
と
公
権
力
の
世
俗
化
」
が
進
む
過
程
で
多
様
な
宗
教
集
団
の
「
内
的
な
再

宗
派
化
」（internal confessionalization
）
が
緒
に
就
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ホ
フ
の
研
究
に
お
い
て
は
、
公
権
力
と
の
結

合
を
求
め
ず
に
自
己
の
内
部
で
宗
派
的
価
値
観
の
実
現
を
は
か
る
運
動
つ
ま
り
「
自
発
的
結
社
」
の
宗
教
運
動
が
射
程
に
収
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
宗
派
化
論
に
有
機
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る（

122
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
宗
派
化
の
理
論
に
は
、「
多
宗
派
化
」
の
実
相
、
異
宗
派

間
の
衝
突
と
共
存
の
あ
り
方
、「
寛
容
」
の
理
論
と
実
践
の
諸
相
、「
個
人
（
主
義
）
化
」
な
い
し
「
私
意
識
」
の
拡
大
、
政
治
お
よ
び

公
的
空
間
の
「
世
俗
化
」、
自
発
的
結
社
と
し
て
の
宗
教
運
動
の
新
し
い
形
態
な
ど
を
展
望
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
接
続
す
る
異
宗
教
世

界
も
射
程
に
入
れ
た
近
世
史
の
叙
述
を
促
す
触
媒
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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註（
1
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
像
は
研
究
者
に
よ
っ
て
相
当
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り
の
時
期
に
つ
い
て
も
合
意
は
な
い
。
世
界
の
諸
地
域
の
「
近
世
」

お
よ
び
「
近
世
化
」
に
つ
い
て
『
歴
史
学
研
究
』
八
二
一
号
、
八
二
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
に
特
集
が
あ
る
。

（
2
） V

gl. Gerhard O
estreich, Strukturproblem

e der frühen N
euzeit. A

usgew
ählte A

ufsätze, hg. von Brigitta O
estreich, Berlin 

1920. 
エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
『
近
代
国
家
の
誕
生

─
新
ス
ト
ア
主
義
・
身
分
制
・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
』
阪
口
修
平
・
千
葉
徳
夫
・
山
内
進
訳
（
創
文
社
、

一
九
九
三
年
）、
一
四
六
頁
以
下
の
千
葉
徳
夫
の
解
題
を
参
照
。

（
3
） V

gl. H
einz Schilling, D

ie K
onfessionalisierung im

 Reich. Religiöser und gesellschaftlicher W
andel in D

eutschland zw
ischen 

1（（（ und 1220, in: H
istorische Zeitschrift 242 

（1922

）, S. 1-4（; W
olfgang Reinhard, Gegenreform

ation als M
odernisierung? 

Prolegom
ena einer T

heorie des konfessionellen Zeitalters, in: A
rchiv für Reform

ationsgeschichte 22 

（1922

）, S. 222-2（1; ders., 
Sozialdisziplinierung-K

onfessionalisierung-M
odernisierung. Ein historiographischer D

iskurs, in: D
ie Frühe N

euzeit in der 
Geschichtsw

issenschaft. Forschungstendenzen und Forschungserträge, hg. von N
ada Boskovka Leim

gruber, Paderborn/
M

ünchen/W
ien/Zürüch 1992, S. 39-（（.

な
お
宗
派
化
と
い
う
用
語
を
一
九
五
〇
年
代
に
「
宗
派
形
成
」（K

onfessionsbildung

）
の
意
味
で

最
初
に
使
っ
た
の
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ツ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
る
。Ernst W

alter Zeeden, Grundlagen und W
ege der K

onfessionsbildung im
 

Zeitalter der Glaubenskäm
pfe, in: H

istorische Zeitschrift 12（ 

（19（2

）, S. 249-299. 

宗
派
化
の
歴
史
事
象
の
概
観
お
よ
び
文
献
案
内
と
し

て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
マ
ウ
ラ
ー
、
ラ
ン
ツ
ィ
ナ
ー
の
も
の
が
重
要
で
あ
る
。H

einrich Richard Schm
idt, K

onfessionalisierung im
 12. 

Jahrhundert, M
ünchen, 1992;  M

ichael M
aurer, K

irche, Staat und Gesellschaft im
 12. und 12. Jahrhundert, M

ünchen 1999; 
M

axim
ilian Lanzinner, K

onfessionelles Zeitalter, in: Gebhardt. H
andbuch der deutschen Geschichte, hg. v. W

olfgang 
Reinhard, 10. A

ufl., Stuttgart 2001, S. 3-203.

（
4
） V

gl. H
einz Schilling 

（H
g.

）, D
ie reform

ierte K
onfessionalisierung in D

eutschland, Gütersloh 1922; H
ans C. Rublack 

（H
g.

）, D
ie 

lutherische K
onfessionalisierung in D

eutschland, Gütersloh 1992; W
olfgang Reinhard und H

einz Schilling 

（H
g.

）, D
ie 

katholische K
onfessionalisierung, M

ünster 199（.

（
（
） W

olfgang Reinhard, D
isciplinam

ento sociale, confessionalizzazione, m
odernizzazione, in: Paolo Prodi 

（ed.

）, D
isciplina 

dell'anim
a, disciplina del corpo e disciplina della societá　

tra m
edioevo ed etá m

oderna, Bologna 1994, pp. 101-123; H
einz 

Schilling, Chiese confessionali e disciplinam
ento sociale. U

n bilancio provvisorio della ricerca storica, in: Ibd., pp.12（-120; 
O

scar di Sim
plicio, Confessionalizzazione e identita collettiva. Il caso italiano. Siena 1（2（-1200, in: A

rchive for Reform
ation 
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H
istory 22 （1992

）, pp. 320–411.

（
2
） W

. Reinhard, K
onfession und K

onfessionalisierung in Europa, in: ders.

（H
g.

）, Bekenntnis und Geschichte. D
ie Confessio 

A
ugustana im

 historischen Zusam
m

enhang, M
ünchen 1921, S. 12（-129.

（
2
） H

einz Schilling, D
ie neue Zeit. V

om
 Christenheitseuropa zum

 Europa der Staaten 12（0-12（0, Berlin 1999, S. 492f., （19f.
（
2
） H

einz Schilling, A
usgew

ählte A
bhandlungen zur europäischen Reform

ations- und K
onfessionsgeschichte, hg. von Luise 

Schorn-Schütte und O
laf M

örke, Berlin, 2002, S. （04-（40.

（
9
） Gabriele H

aug-M
oritz, W

ürttem
bergischer Ständekonflikt und deutscher D

ualism
us, Stuttgart 1992.

（
10
） 

ナ
ン
ト
王
令
の
廃
止
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
ス
イ
ス
最
後
の
宗
派
戦
争
（
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
と
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
近

世
ス
イ
ス
に
お
け
る
宗
派
問
題
と
多
数
決
原
理
」
森
田
安
一
編
『
ス
イ
ス
の
歴
史
と
文
化
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
一
〇
五
～
一
二
六
頁
を

参
照
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
派
化
に
つ
い
て
は
、Benjam

in J. K
aplan, D

ivided by Faith. Religious Conflict and the Practice 
of T

oleration in Early M
odern Europe, Cam

bridge 2002, pp. 110-114

を
参
照
。

（
11
） 

佐
波
亘
編
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
（
教
文
館
、
一
九
三
八
年
）、
六
二
九
、
五
九
、
一
二
五
、
四
四
頁
。
日
本
基
督
教
歴
史
編
纂
委
員
会

『
日
本
基
督
教
会
歴
史
資
料
集
』
第
三
巻
（
一
九
七
六
年
）
も
参
照
。
な
お
引
用
文
中
の
［　
　
　

］
は
筆
者
の
挿
入
で
あ
る
。

（
12
） 

グ
ラ
ー
フ
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
野
崎
卓
道
訳
（
教
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
三
八
頁
の
注
を
見
よ
。

（
13
） Schilling, A

usgew
ählte A

bhandlungen, S. 242f., 292.

（
14
） A

m
y K

oehlinger, Catholic D
istinctiveness and the Challenge of A

m
erican D

enom
inationalism

, in: K
eith H

arper 

（ed.

）, 
A

m
erican D

enom
inational H

istory. Perspectives on the Past, Prospects for the Future, T
uscaloosa 2002, pp. 2f.

（
1（
） 

澤
田
善
太
郎
『
組
織
の
社
会
学

─
官
僚
制
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
合
議
制
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年
）、
第
二
章
。
そ
の
内
容
は

一
九
九
五
年
に
論
文
の
形
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
同
「
規
律
化
と
近
代
国
家
の
形
成
」『
人
間
科
学
論
集
』
二
六
号
（
一
九
九
五
年
）、
六
七
～
九
〇

頁
。

（
12
） 

佐
久
間
弘
展
「
三
十
年
戦
争
期
の
戦
争
組
織
と
社
会
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
戦
争
と
平
和
の
中
近
世
史
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
二
二
九
頁
。

（
12
） 

千
葉
徳
夫
「
近
世
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
に
お
け
る
社
会
的
規
律
化
」『
法
律
論
叢
』
六
七
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
五
年
）、
四
七
九
～
五
〇
六
頁
。

（
12
） 

拙
稿
「
宗
教
改
革
急
進
派

─
そ
の
誕
生
と
宗
派
化
の
諸
相
」
森
田
安
一
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
改
革
の
連
携
と
断
絶
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、

五
一
頁
の
註
3
を
見
よ
。

（
19
） Cf. Franz Posset, T

he Front-Runner of the Catholic Reform
ation: the Life and W

orks of Johann von Staupitz, A
ldershot 2003, 
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p. 222.
（
20
） M

arkus M
atthias, Bekehrung und W

iedergeburt, in: H
artm

ut Lehm
ann

（H
g.

）, Glaubensw
elt und Lebensw

elten: Geschichte 
des Pietism

us, Bd. 4., Göttingen 2004, S. 22, 22-20; Jonathan Strom
, Conversion, Confessionalization and Pietism

 in D
argun, in: 

Confessionalism
 and Pietism

. Religious Reform
 in Early M

odern Europe, ed. by Fred van Lieburg, M
ainz 2002, pp. 149-122.

（
21
） K

aplan, D
ivided by Faith, p. 329, n. 11.

（
22
） Gerhard Lauer, D

ie K
onfessionalisierung des Judentum

s. Zum
 Prozeß der religiösen A

usdifferenzierung im
 Judentum

 am
 

Ü
bergang zur N

euzeit, in: Interkonfessionalität-T
ranskonfessionalität-binnenkonfessionelle Pluralität : N

eue Forschungen 
zur K

onfessionalisierungsthese, hg. von K
aspar von G

reyerz, G
ütersloh 2003, S. 2（0-223. C

f. D
ean Phillip B

ell, 
Confessionalization in Early M

odern Germ
any. A

 Jew
ish Perspective,  in: Politics and Reform

ations. Essays in H
onor of 

T
hom

as A
. Brady, Jr., ed. by C. O

cker, Leiden 2002, pp. 34（-322.

（
23
） W

olfram
 H

auer, Lokale Schulentw
icklung und städtische Lebensw

elt: das Schulw
esen in T

übingen von seinen A
nfängen im

 
Spätm

ittelalter bis 1202, Stuttgart 2003, S. 10（; T
hom

as M
ax Safley, Charity and Econom

y in the O
rphanages of Early 

M
odern A

ugsburg. A
tlantic H

ighlands, N
.J., 1992, p.39. Cf. T

hom
as M

ax Safley, Children of the laboring Poor. Expectation 
and Experience am

ong the O
rphans of Early M

odern A
ugsburg, Leiden 200（.

（
24
） A

rno Strohm
eyer, K

onfessionalisierung der Geschichte? D
as Geschichtsdenken der Stände in Innerösterreich an der W

ende 
vom

 12. zum
 12. Jahrhundert. In: K

onfessionalisierung in O
stm

itteleuropa. W
irkungen des religiösen W

andels im
 12. und 12. 

Jahrhundert in Staat, Gesellschaft und K
ultur, hg. v. Joachim

 Bahlcke und A
rno Strohm

eyer, Stuttgart 1999, S. 221-242.

（
2（
） M

atthias Pohlig, Zw
ischen Gelehrsam

keit und konfessioneller Identitätsstiftung, T
übingen 2002, S. 29.

（
22
） U

w
e K

ordes, W
olfgang Ratke 

（Ratichius

）, 1（21-123（. Gesellschaft, Religiosität und Gelehrsam
keit im

 frühen 12. Jahrhundert, 
H

eidelberg 1999, S. 422.

（
22
） Peter Burschel, Schöne Passionen. Zur K

onfessionalisierung des Leidens in der Frühen N
euzeit, in: K

aspar von Greyerz und 
K

im
 Siebenhüner （H

g.

）, Religion und Gew
alt. K

onflikte, Rituale, D
eutungen 1（00-1200, Göttingen 2002, S. 249-224.

（
22
） Siegfried M

üller und A
nnelore Rieke-M

üller, K
onfession, Bildverständnis und die W

elt der D
inge. Ü

berlegungen zu einem
 

Problem
feld, in: A

rchiv für Reform
ationsgeschichte 93 （2002

）, S. 322.

（
29
）Schilling, A

usgew
ählte A

bhandlungen, S. 292-294. 
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（
30
） A

rno H
erzig, D

er Zw
ang zum

 w
ahren Glauben. Rekatholisierung vom

 12. bis zum
 12. Jahrhundert, Göttingen 2000, S. 9-22.

（
31
） Franz Brendle, D

as konfessionelle Zeitalter, Berlin 2010, S. 93-102.
（
32
） 

永
田
諒
一
『
ド
イ
ツ
近
世
の
社
会
と
教
会

─
宗
教
改
革
と
信
仰
派
対
立
の
時
代
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
宗
教
改
革
の
真
実

─
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
社
会
史
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
33
） T

hom
as K

aufm
ann, Einleitung, in: Interkonfessionalität-T

ranskonfessionalität-binnenkonfessionelle Pluralität, S. 9-1（.

（
34
） 
中
村
賢
二
郎
『
宗
教
改
革
と
国
家
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
六
年
）。
有
賀
弘
『
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
政
治
思
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
年
）
も
近
世
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
領
邦
教
会
体
制
に
言
及
し
て
い
る
。

（
3（
） 

下
田
淳
『
ド
イ
ツ
近
世
の
聖
性
と
権
力
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
32
） 

坂
本
宏
「
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
宗
派
体
制
化
」『
カ
ル
チ
ュ
ー
ル
』
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
一
三
五
～
一
四
五
頁
、
同
「
コ
ン
ベ
ル

ソ
と
血
の
純
潔
」『
歴
史
学
研
究
』
八
四
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
一
五
五
～
一
六
三
頁
を
見
よ
。

（
32
） 

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ル
ッ
ツ
（
猪
刈
由
紀
・
高
津
秀
之
訳
）「
都
市
の
学
校
政
策
と
宗
派
体
制
化

─
ア
ー
ヘ
ン
・
ケ
ル
ン
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
比
較

の
対
象
と
し
て
」『
比
較
都
市
史
研
究
』
二
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
二
九
～
四
二
頁
。
小
山
哲
「
宗
派
化
と
大
学
の
変
容

─
近
世
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
教
育
と
ク
ラ
ク
フ
大
学
」
南
川
高
志
編
『
知
と
学
び
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

─
人
文
学
・
人
文
主
義
の
歴
史
的
展
開
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
四
七
～
二
七
七
頁
。

（
32
） 

中
村
賢
二
郎
『
宗
教
改
革
と
国
家
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
六
年
）、
第
一
章
（
宗
教
改
革
と
救
貧
規
定
）、
出
村
彰
訳
・
解
説
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ

施
与
規
定
」『
宗
教
改
革
著
作
集
』
第
一
五
巻
（
教
文
館
、）
五
一
～
五
七
、一
六
七
～
一
七
一
頁
、
高
橋
友
子
「
一
五
～
一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
圏
に
お
け
る
慈
善
観
と
慈
善
活
動
」『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）、
第
二
八
章
。
櫻
井
美
幸
「
近
世
初
期

ケ
ル
ン
に
お
け
る
救
貧
制
度
改
革
と
そ
の
展
開
」『
史
林
』
八
四
巻
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）、
六
九
～
九
九
頁
も
参
照
。

（
39
） H

einrich Richard Schm
idt, D

ie Christianisierung des Sozialverhaltens als perm
anente Reform

ation. A
us der Praxis 

reform
ierter Sittengerichte in der Schw

eiz w
ährend der frühen N

euzeit, in: K
om

m
unalisierung und Christianisierung. 

V
oraussetzungen und Folgen der Reform

ation 1400-1200, hg. von Peter Blickle und Johannes K
unisch, Berlin 1929, S. 113-

1（3.

（
40
） Luise Schorn-Schütte, Geschichte Europas in der Frühen N

euzeit. Studienhandbuch 1（00-1229, Paderborn 2009, S. 222.

（
41
） M

ack P. H
olt, Confessionalization beyond the Germ

anies: T
he Case of France, in: Confessionalization in Europe, 1（（（-1200. 

Essays in H
onor and M

em
ory of Bodo N

ischan, ed. by J. M
. H

eadley, H
. J. H

illerbrand and A
. J. Papals, A

ldershot 2004, pp. 
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（
42
） 

望
月
秀
人
「
近
世
都
市
に
お
け
る
宗
派
意
識
の
形
成

─
一
六
世
紀
後
半
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
市
の
事
例
」『
歴
史
学
研
究
』
八
四
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）、

一
六
三
～
一
七
二
頁
。

（
43
） 
地
方
貴
族
や
教
区
民
を
担
い
手
と
す
る
宗
派
化
運
動
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
拙
著
『
改
宗
と
亡
命
の
社
会
史

─
近
世
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
家
・

共
同
体
・
個
人
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
二
一
～
二
四
頁
に
整
理
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
44
） 

鍵
和
田
賢
「
近
世
ド
イ
ツ
兄
弟
団
研
究
の
現
状
と
課
題
」『
西
洋
史
論
叢
』
第
一
二
号
別
冊
（
二
〇
〇
九
年
）、
二
七
～
五
四
頁
。

（
4（
） 

皆
川
卓
「
新
ス
ト
ア
主
義
は
エ
リ
ー
ト
の
『
規
律
化
』
に
成
功
し
た
か

─
バ
イ
エ
ル
ン
公
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
枢
密
評
議
会
を
例
に
」
森
原

隆
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
リ
ー
ト
支
配
と
政
治
文
化
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
四
二
～
二
五
九
頁
。

（
42
） 

河
野
淳
「
エ
リ
ー
ト
が
つ
く
る
・
つ
な
ぐ
近
世
政
治

─
一
六
世
紀
後
半
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
宮
廷
に
お
け
る
顧
問
（Rat

）
の
役
割
に
つ
い
て
」、
前

掲
書
、
四
三
～
五
八
頁
。

（
42
） 

山
本
大
柄
「
も
う
ひ
と
つ
の
『
宗
教
改
革
急
進
派
』

─
『
愛
の
家
』
と
人
文
主
義
エ
リ
ー
ト
」、
前
掲
書
、
二
二
五
～
二
四
一
頁
。

（
42
） 

拙
稿
「
三
十
年
戦
争
期
ス
イ
ス
の
門
閥
エ
リ
ー
ト

─
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
の
場
合
」、
前
掲
書
、
一
三
二
～
一
四
八
頁
。

（
49
） 

拙
著
『
改
宗
と
亡
命
の
社
会
史
』、
一
一
三
、一
一
四
頁
。

（
（0
） 

栂
香
央
里
「
近
世
に
お
け
る
フ
ッ
ガ
ー
家
の
情
報
網

─
ケ
ル
ン
戦
争
を
例
と
し
て
」『
史
艸
』
五
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
四
～
六
三
頁
、
同
「
近

世
に
お
け
る
フ
ッ
ガ
ー
家
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

─
ハ
ン
ス
・
フ
ッ
ガ
ー
の
時
代
を
中
心
と
し
て
」『
史
艸
』
五
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
四
二

～
六
四
頁
。

（
（1
） W

alter Ziegler, D
ie E

ntscheidung deutscher Länder für oder gegen Luther. Studien zu R
eform

ation und 
K

onfessionalisierung im
 12. und 12. Jahrhundert. Gesam

m
elte A

ufsätze, M
ünster 2002, S. 124.

（
（2
） Erika Rum

m
el, T

he Confessionalization of H
um

anism
 im

 Reform
ation Germ

any, O
xford 2000.

（
（3
） 

根
占
献
一
「
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
意
義

─
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
場
合
」『
地
中
海
研
究
所
紀
要
』
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）、

二
五
～
三
三
頁
。

（
（4
） H

einrich Richard Schm
idt, D

orf und Religion. Reform
ierte Sittenzucht in Berner Landgem

einden der frühen N
euzeit, 

Stuttgart/ Jena/ N
ew

 Y
ork 199（.

（
（（
） 

小
野
善
彦
「
宗
派
形
成
初
期
バ
イ
エ
ル
ン
の
農
村
司
祭

─
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
区
の
教
会
巡
察
記
録
（
一
五
六
〇
年
）
を
も
と
に
」
坂
本
浩
・
鶴

島
博
和
・
小
野
善
彦
編
『
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
の
歴
史
的
諸
相

─
古
典
古
代
と
前
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
南
窓
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
九
七
～
二
二
八
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頁
。

（
（2
） 

山
本
信
太
郎
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
の
社
会
史

─
ミ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
教
区
教
会
』（
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
（2
） 

大
西
春
樹
『
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
セ
ク
ト
運
動
』（
御
茶
の
水
書
房
、
増
補
改
訂
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
（2
） 
若
曽
根
健
治
『
ウ
ァ
フ
ェ
ー
デ
の
研
究

─
ド
イ
ツ
刑
事
法
史
考
』（
多
賀
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
第
四
章
。
池
田
利
昭
「
一
八
世
紀
後
半
ド
イ
ツ
・

リ
ッ
ペ
伯
領
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

─
婚
前
交
渉
規
制
を
例
に
」『
歴
史
学
研
究
』
八
三
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
一
八
～
三
四

頁
。

（
（9
） H

erzig, a. a. O
., A

nhang III, S. 222-222.

（
20
） Joseph Frankenstein, Ü

ber die N
ottaufe in der V

ergangenheit und Gegenw
art, in: D

apunt O
tto 

（H
g.

）, Fruchtbarkeit und 
Geburt in T

irol, M
ünchen 1922, S. 2（-90; Barbara D

uden, Zw
ischen ‚w

ahrem
 W

issen

, und Prophetie. K
onzeptionen des 

U
ngeborenen,  in: B. D

uden et al. 

（H
g.

）, Geschichte des U
ngeborenen. Zur Erfahrung und W

issenschaftsgeschichte der 
Schw

angerschaft, 2. A
ufl., M

ünchen 2002, S. 11-42; Peter Zschunke, K
onfession und A

lltag in O
ppenheim

. Beiträge zur 
Geschichte von Bevölkerung und Gesellschaft einer gem

ischtkonfessionellen K
leinstadt in der frühen N

euzeit, W
iesbaden 

1924, S. 121.

（
21
） 

長
谷
川
ま
ゆ
帆
「
産
婆
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
慣
習
の
形
成

─
女
た
ち
の
多
数
決
に
よ
る
産
婆
の
選
択
を
め
ぐ
っ
て
」『
制
度
と
し
て
の
女
』（
平
凡

社
、
一
九
九
〇
年
）、
二
二
九
～
二
五
六
頁
、
同
「
救
済
の
手
と
簒
奪
の
手
が
・
・
・

─
モ
ケ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ
ト
の
助
産
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」 『
近

代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
～
六
二
頁
。M

ayuho H
asegaw

a, Élection des sages-
fem

m
es à la pluralité des voix par les fem

m
es en A

lsace et en Lorraine au X
V

IIIe siècle 

『
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地

域
文
化
研
究
専
攻
紀
要O

D
Y

SSEU
S

』
一
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）、
一
～
二
二
頁
も
参
照
。
な
お
ド
イ
ツ
語
圏
に
つ
い
て
は
嶋
内
博
愛
の
人
類
学
的

研
究
「〈
時
宜
に
か
な
わ
ず
死
ん
だ
子
ど
も
〉
の
追
想

─
怪
火
・
蘇
ら
せ
の
儀
礼
・
葬
送
儀
礼
」『
死
生
学
研
究
』
二
〇
〇
九
年
春
号
（
東
京
大
学

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
）、
二
二
三
～
二
四
八
頁
が
あ
る
。

（
22
） V

gl. Susi U
lrich-Bochsler und D

aniel Gutscher, W
iedererw

eckung von T
otgeborenen. Ein Schw

eizer W
allfahrtszentrum

 im
 

Blick von A
rchäologie und A

nthropologie, in: Rituale der Geburt. Eine K
ulturgeschichte, hg. von J. Schlum

bohm
 et al., 

M
ünchen 1992, S. 244-222.

（
23
） 

拙
稿
「
ス
イ
ス
山
岳
農
民
の
宗
教
世
界

─
レ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
・
ツ
ィ
ザ
ー
ト
の
民
俗
誌
か
ら
」『
武
蔵
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
（
二
〇
〇
七

年
）、
一
五
～
二
九
頁
。
拙
稿
「
生
き
残
る
太
古
の
信
仰

─
あ
る
近
世
人
の
心
象
風
景
」『
創
文
』
五
〇
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
三
六
～
三
九
頁
も
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参
照
。

（
24
） Brendle, D

as konfessionelle Zeitalter, S. 93-92.
（
2（
） Cf. A

rthur Gordon K
inder, Spanish Protestants and Reform

ers in the Sixteenth Century: A
 Bibliography, London 1923.

（
22
） 
高
津
美
和
「
一
六
世
紀
ル
ッ
カ
の
『
異
端
者
』
と
政
治
エ
リ
ー
ト
」
森
田
安
一
編
『
宗
教
改
革
の
連
携
と
断
絶
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、

二
一
七
～
二
三
二
頁
。
同
「
説
教
師
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
オ
キ
ー
ノ
の
亡
命

─
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
と
宗
教
改
革
の
は
ざ
ま
で
」『
イ
タ
リ
ア
学
会

誌
』
五
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
二
七
九
～
二
八
一
頁
も
見
よ
。

（
22
） 

西
川
杉
子
『
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
谷
へ

─
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
生
き
ぬ
い
た
異
端
者
た
ち
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。『
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
紀
要O

D
Y

SSEU
S

』
別
冊
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）。
ス
イ
ス
の
山
間
部
へ
の
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
到
来
と
定
住
、
移
住

に
つ
い
て
は
、
こ
の
冊
子
の
一
五
五
～
一
五
七
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
拙
稿
「
一
七
世
紀
ス
イ
ス
の
宗
派
問
題
と
国
際
関
係

─
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
の
峠
道
と
ヴ
ァ
ル
ド
派
亡
命
者
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。
な
お
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
亡
命
者
た
ち
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
大
峰
真
理
「
近
世
フ
ラ

ン
ス
の
港
町
と
外
国
商
人
の
定
着

─
国
際
商
業
都
市
ナ
ン
ト
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
港
町
の
世
界
史
③　

港

町
に
生
き
る
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
七
九
～
二
〇
二
頁
を
参
照
。

（
22
） Brendle, D

as konfessionelle Zeitalter, S. 92-102. 

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
宗
派
問
題
に
つ
い
て
は
小
山
哲
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟
協
約
の
成
立

─

一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
的
寛
容
の
法
的
基
盤
」『
史
林
』
七
三
巻
五
号
（
一
九
九
〇
年
）、
七
二
二
～
七
五
七
頁
を
参
照
。
ボ
ヘ
ミ

ア
に
つ
い
て
は
薩
摩
秀
登
『
プ
ラ
ハ
の
異
端
者
た
ち

─
中
世
チ
ェ
コ
の
フ
ス
派
に
み
る
宗
教
改
革
』（
現
代
書
館
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
29
） 

和
田
光
司
「
一
六
・
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
宗
派
共
存
」『
歴
史
学
研
究
』
八
一
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
一
～
一
一
頁
。

（
20
） 

塚
本
栄
美
子
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
ユ
グ
ノ
ー

─
そ
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
」『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
（
教
育
学

部
編
）』
四
一
号
（
二
〇
〇
二
年
）、
二
〇
六
～
二
一
八
頁
。

（
21
） Brendle, D

as konfessionelle Zeitalter, S. 100. V
gl. auch O

lga Chum
icheva, Ivan der Schreckliche und Jan Rokyta. D

er 
Zusam

m
enstoß zw

eier K
ulturen, in: H

istorisches Jahrbuch 124 （2004

）, S.22-92.

（
22
） 

那
須
敬
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
異
端
の
あ
い
だ

─
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
イ
フ
ラ
イ
ム
・
パ
ジ
ッ
ト
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
宗
教
の
関
係
史
論

─
他
者
の
受
容
、
他
者
の
排
除
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
八
八
、
二
八
九
頁
。

（
23
） 

三
浦
清
美
『
ロ
シ
ア
の
源
流

─
中
心
な
き
森
と
草
原
か
ら
第
三
の
ロ
ー
マ
へ
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
第
七
章
、
宮
武
志
郎
「
オ
ス
マ
ン
帝

国
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
前
掲
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
宗
教
の
関
係
史
論
』、
一
四
七
～
一
六
九
頁
、
黒
木
英
充
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト

リ
ッ
ク
の
ミ
ッ
レ
ト
成
立

─
重
層
的
環
境
に
お
け
る
摩
擦
と
受
容
」、
前
掲
書
、
一
七
一
～
一
九
九
頁
を
見
よ
。
秋
山
学
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ギ
リ
シ
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ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
』（
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
。

（
24
） 

古
儀
式
派
に
つ
い
て
は
安
村
仁
志
「
古
儀
式
派
と
諸
宗
教
セ
ク
ト
と
の
関
係
」（
一
）（
二
）『
中
京
大
学
教
養
論
叢
』
三
一
巻
三
号
（
一
九
九
一
年
）、

九
二
七
～
九
四
三
頁
、
三
三
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
）、
六
七
九
～
七
〇
四
頁
を
参
照
。

（
2（
） 
出
村
彰
『
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ

─
改
革
派
教
会
の
遺
産
と
負
債
（
出
村
彰
宗
教
改
革
論
集
2
）』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
九
章
を
見
よ
。
な

お
都
市
ヴ
ァ
ル
ツ
フ
ー
ト
の
場
合
は
農
民
戦
争
に
連
帯
す
る
反
権
力
的
立
場
が
再
洗
礼
派
支
持
の
背
景
に
あ
っ
た
。
拙
稿
「
再
洗
礼
派
運
動
と
農
民

戦
争
」『
歴
史
学
研
究
』
五
八
七
号
（
一
九
八
八
年
）、
五
八
頁
。

（
22
） 

深
沢
克
己
「
序
論

─
他
者
の
受
容
と
排
除
を
め
ぐ
る
比
較
宗
教
史
」、
深
沢
編
、
前
掲
書
、
二
四
～
二
六
頁
。

（
22
） D

idier Boisson, Consciences en liberté? Itinéraires d＇
ecclésiastiques convertis au protestantism

e 1231-1220, Paris 2009.

（
22
） K

eith P. Luria, T
he Pow

er of Conscience? Conversion and Confessional Boundary Building in Early-M
odern France, in: 

Living w
ith Religious D

iversity in Early-M
odern Europe, ed. by C. S. D

ixon, D
. Freist and M

. Greengrass, A
ldershot 2009, pp. 

109-12（.

（
29
） 

拙
稿
「
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
旅
路
」『
創
文
』
四
六
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）、
五
一
～
五
五
頁
。
同
「
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
メ
シ
ア

─

サ
バ
タ
イ
・
ツ
ヴ
ィ
の
改
宗
」『
創
文
』
五
二
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
六
～
一
一
頁
も
見
よ
。

（
20
） 

拙
著
『
改
宗
と
亡
命
の
社
会
史
』、
一
六
三
～
一
七
八
頁
。Benjam

in A
. K

aplan, Intim
ate N

egotiations. H
asbands and W

ives of 
O

pposing Faiths in Eighteen-Century H
olland, in: Living w

ith Religious D
iversity, ed. by C. S. D

ixon, pp. 22（-242.

（
21
） H

eike Bock, K
onversion. M

otive, A
rgum

ente und N
orm

en. Zur Selbstdarstellung von Proselyten in Zürcher Bittschriften des 
12. und 12. Jahrhunderts, in: Frühneuzeitliche K

onfessionskulturen, S. 1（3-124.

（
22
） 

関
哲
行
『
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
近
世
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
モ
リ
ス
コ
問
題
と
そ
の
歴
史
的
射
程
」『
社
会

学
は
面
白
い
』（
流
通
経
済
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
第
一
四
章
を
参
照
。 Cf. K

evin Ingram
 （ed.

）, T
he Conversos and M

oriscos in 
Late M

edieval Spain and Beyond. V
olum

e O
ne: D

epartures and Change, Leiden 2009.

（
23
） U

te Lotz-H
eum

ann, Jan-Friedrich M
ißfelder und M

atthias Pohlig 

（H
g.

）, K
onversion und K

onfession in der Frühen N
euzeit, 

Güterloh 2002.

（
24
） 

斎
藤
晃
『
魂
の
征
服

─
ア
ン
デ
ス
に
お
け
る
改
宗
の
政
治
学
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）、
伊
藤
繁
子
『
幻
の
帝
国

─
南
米
イ
エ
ズ
ス
会
士
の

夢
と
挫
折
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
川
村
信
三
編
『
超
領
域
交
流
史
の
試
み

─
ザ
ビ
エ
ル
に
続
く
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
』（
上
智
大
学
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）。
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（
2（
） Brendle, D

as konfessionelle Zeitalter, S. 120f.
（
22
） Cf. Scott D

ixon, Introduction, in: Living w
ith Religious D

iversity, ed. by C. S. D
ixon, pp. 1（f.

（
22
） V

gl. Peter Blickle, Gem
eindereform

ation. D
ie M

enschen des 12. Jahrhunderts auf dem
 W

eg zum
 H

eil. M
ünchen 192（.

（
22
） 
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
ア
ー
レ
ン
ト=

シ
ュ
ル
テ
『
魔
女
に
さ
れ
た
女
性
た
ち

─
近
世
初
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
魔
女
裁
判
』
野
口
芳
子
・
小
山
真
理
子

訳
（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
小
林
繁
子
「
ト
リ
ー
ア
選
帝
侯
領
に
お
け
る
魔
女
迫
害

─
委
員
会
を
中
心
に
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
七

編
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
四
〇
～
六
三
頁
も
参
照
。

（
29
） 

櫻
井
美
幸
「
帝
国
都
市
ケ
ル
ン
に
お
け
る
宗
教
改
革
運
動

─
一
六
世
紀
前
半
を
中
心
に
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
』
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）、

七
七
～
一
一
一
頁
。Y

uki Ikari, T
endenzen der A

ufklärung in K
öln. Ü

berlegungen zum
 T

oleranzstreit 1222-1229, in: O
 felix 

A
grippina nobilis Rom

anorum
 Colonia. N

eue Studien zur K
ölner Geschichte, K

öln 2009, S. 123-202. 

（
90
） K

aplan, D
ivided by Faith, pp. 102-110, 122-123.

（
91
） 

拙
稿
「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
家
と
ア
ト
リ
エ

─
私
的
空
間
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
創
文
』
四
八
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
一
六
～
一
九

頁
を
参
照
。

（
92
） 

深
沢
克
己
「
序
章　

近
世
フ
ラ
ン
ス
史
に
お
け
る
宗
教
的
寛
容
と
不
寛
容

─
ナ
ン
ト
王
令
四
〇
〇
周
年
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
か
ら
」
深
沢
克
己
・

高
山
博
編
『
信
仰
と
他
者

─
寛
容
と
不
寛
容
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
社
会
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
八
～
二
〇
、二
五
頁
。

（
93
） 

古
賀
敬
太
『
近
代
政
治
思
想
に
お
け
る
自
由
の
伝
統

─
ル
タ
ー
か
ら
ミ
ル
ま
で
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
第
五
章
、
中
山
昭
吉
『
近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
東
欧

─
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
国
際
関
係
史
的
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
第
二
章
を
参
照
。

（
94
） 

桜
田
美
津
夫
「
オ
ラ
ン
ダ
の
建
国
と
宗
教
的
寛
容
」『
歴
史
学
研
究
』
八
〇
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
四
八
～
五
八
頁
。

（
9（
） 

青
柳
か
お
り
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会

─
包
括
と
寛
容
の
時
代
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
92
） 

グ
ッ
ギ
ス
ベ
ル
ク
『
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ス
テ
リ
ョ

─
宗
教
寛
容
の
た
め
の
た
た
か
い
』
出
村
彰
訳
（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
出
村
彰

『
カ
ス
テ
リ
ョ
』（
清
水
書
院
、
一
九
九
四
年
）、
拙
稿
「
バ
ル
タ
ザ
ル
・
フ
ー
プ
マ
イ
ア
ー
の
寛
容
論

─
神
の
名
を
汚
す
者
を
赦
す
思
想
」『
武
蔵

大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
〇
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
九
年
）、
一
五
～
三
九
頁
。

（
92
） V

gl. H
ans Schneider, D

er radikale Pietism
us im

 12. Jahrhundert, in: Geschichte des Pietism
us, Bd. 2: D

er Pietism
us im

 
achtzehnten Jahrhundert, hg. von M

artin Brecht et al., Göttingen 199（, S. 102-192, A
strid von Schlachta, „A

ls ob m
an uns 

von engeln gottes saget. „ Ein N
etzw

erk konfessionell devianter U
ntertanen im

 12. Jahrhundert, in: Frühneuzeitliche 
K

onfessionskulturen, hg. v. T
hom

as K
aufm

ann et al., Gütersloh 2002, S. 201-222.
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（
92
） 

和
田
光
司
「
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
寛
容
に
関
す
る
諸
概
念
に
つ
い
て
」（
上
中
下
）『
聖
学
院
大
学
論
叢
』
一
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）、

一
二
七
～
一
三
四
頁
、
一
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
一
〇
三
～
一
一
〇
頁
、
二
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
一
二
五
～
一
三
九
頁
。

（
99
） 

田
中
真
造
「
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
観
」『
京
都
教
育
大
学
紀
要
』（
Ａ
・
人
文
社
会
）
九
〇
号
（
一
九
九
七
年
）、
一
七
一
～

一
八
三
頁
、
同
「
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
ト
ル
コ
人
像
」『
京
都
教
育
大
学
紀
要
』（
Ａ
・
人
文
社
会
）
九
五
号
（
一
九
九
九
年
）、
一
一
五
～

一
三
〇
頁
、 

森
田
安
一
「
近
世
ド
イ
ツ
語
圏
に
見
ら
れ
る
ト
ル
コ
人
・
ユ
ダ
ヤ
人
観

─
ル
タ
ー
を
中
心
に
」、
前
掲
、『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
宗
教
の
関

係
史
論
』、
二
六
一
～
二
八
〇
頁
。

（
100
） Gerdien Jonker, K

alender, Polem
iken, Geeschichtsbücher. D

ie V
erankerung islam

feindlicher Bilder im
 Zeitalter der 

Reform
ation, in: Zeitschrift für Geschichtsw

issenschaft （2. Jg., H
eft 2/2 （2010

）, S. 214-222.

（
101
） 

河
野
淳
『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

─
歴
史
を
変
え
た
〈
政
治
〉
の
発
明
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
102
） 

上
野
正
由
樹
「
ミ
ッ
レ
ト
制
研
究
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
の
非
ム
ス
リ
ム
共
同
体
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
九
巻
一
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
六
四
～
八
一

頁
。

（
103
） 

櫻
井
康
人
「
一
五
世
紀
前
半
の
聖
地
巡
礼
記
に
見
る
十
字
軍
・
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ム
ス
リ
ム
観

─
後
期
十
字
軍
再
考
（
3
）」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研

究
』
一
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
五
三
～
一
〇
〇
頁
。

（
104
） Peter Füsslis Jerusalem

fahrt 1（23 und Brief über den Fall von Rhodos 1（22, hg. von L. M
. U

ffer, Zürich 1922; H
ans Stockar, 

H
eim

fahrt von Jerusalem
. A

us einem
 T

agebuch 1（19–1（29, hg. von Gloria von Stokar, W
ien 2009.

（
10（
） Palm

ira Brum
m

ett 

（ed.

）, T
he ＇book

＇ of T
ravels: Genre, Ethnology, and Pilgrim

age, 12（0-1200, Leiden 2009, pp. 1-3（ 

（Introduction

）

（
102
） 

拙
稿
「
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
宗
派
と
ユ
ダ
ヤ
教
」『
歴
史
学
研
究
』
八
三
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）、
一
八
八
～
一
九
七
号
を
参
照
。

（
102
） A

nton M
inkov, Conversion in the Balkans. K

isve Bahasi Petitions and O
ttom

ann Social Life, 1220-1230, Leiden 2004; M
arc 

D
avid Baer, H

onored by the Glory of Islam
. Conversion and Conquest in O

ttom
an Europe, O

xford 2002. M
onica Juneja and 

K
im

 Siebenhüner, Religious Conversions in M
edieval and Early M

odern Societies, M
edieval H

istory Journal 12/2 

（2009

）
も

参
照
。「
接
続
さ
れ
た
歴
史
」（connected history

）
の
概
念
に
つ
い
て
は
Ｓ
・
ス
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ヤ
ム
『
接
続
さ
れ
た
歴
史

─
イ
ン
ド
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
』
三
田
昌
彦
訳
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
102
） K

aspar von Greyerz （H
g.

）, Selbstzeugnisse in der Frühen N
euzeit, M

ünchen 2002, S. 9.

（
109
） 

阿
部
謹
也
訳
『
放
浪
学
生
プ
ラ
ッ
タ
ー
の
手
記

─
ス
イ
ス
の
ル
ネ
サ
ン
ス
人
』（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）。
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（
110
） Rotraud Ries, Individualisierung im

 Spannungsfeld differenter K
ulturen: Positionsbestim

m
ungen und experim

entelle 
N

eudefinitionen in der jüdischen M
inderheit, in: Selbstzeugnisse in der Frühen N

euzeit, hg. v. K
aspar von Greyerz, Ebd., S. 

29-112.
（
111
） 
エ
リ
ア
ス
『
諸
個
人
の
社
会

─
文
明
化
と
関
係
構
造
』
宇
京
早
苗
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
荒
川
敏
彦
「
過
程
と
し
て

の
文
明
化
と
個
人
化

─
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
の
〈
プ
ロ
セ
ス
・
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
理
論
」『
社
会
学
史
研
究
』
三
〇
号
（
二
〇
〇
八

年
）、
八
七
～
一
〇
二
頁
も
見
よ
。

（
112
） 

森
涼
子
『
敬
虔
者
た
ち
と
〈
自
意
識
〉
の
覚
醒

─
近
世
ド
イ
ツ
宗
教
運
動
の
ミ
ク
ロ
・
ヒ
ス
ト
リ
ア
』（
現
代
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
113
） Richard van D

ülm
en, D

ie Entdeckung des Individuum
s, 1（00-1200, Frankfurt a. M

. 1992, S. 101. D
ers., Einleitung, in: 

Entdeckung des Ich. D
ie Geschichte der Individualisierung vom

 M
ittelalter bis zur Gegenw

art, hg. von Richard van D
ülm

en, 
K

öln 2001, S. （.

（
114
） Philip Benedict, Som

e U
ses of A

utobiographical D
ocum

ents in the Reform
ed T

radition, in: V
on der dargestellten Person zum

 
erinnerten Ich. Europäische Selbstzeugnisse als historische Q

uellen 1（00-12（0, hv. von K
aspar von Greyerz und H

ans 
M

edick und Patrice V
eit, K

öln/ W
eim

ar/ W
ien 2001, S. 3（（-322.

（
11（
） 

拙
稿
「
一
七
世
紀
ド
イ
ツ
の
宗
派
問
題
と
大
衆
メ
デ
ィ
ア

─
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
ら
中
立
論
へ
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
四
巻
二
号

（
二
〇
〇
二
年
）、
一
～
三
四
頁
。

（
112
） 

わ
が
国
に
は
、
フ
ッ
タ
ー
派
の
よ
う
な
亡
命
者
た
ち
の
集
団
の
「
非
政
治
主
義
」
を
強
調
し
、
政
治
的
無
関
心
者
集
団
と
捉
え
て
研
究
の
意
味
を
認

め
な
い
歴
史
家
も
多
い
。
し
か
し
フ
ッ
タ
ー
派
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
実
の
社
会
、
現
実
の
政
治
の
厳
し
い
批
判
者
で
あ
り
、
彼
ら
の
指
導
者
た

ち
の
書
簡
や
年
代
記
に
は
し
ば
し
ば
詳
細
な
政
治
論
や
理
想
社
会
論
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
政
治
史
・
国
制
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
調
査
の
価

値
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
集
団
に
貧
困
や
差
別
や
迫
害
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
加
わ
っ
た
亡
命
者
た
ち
の
足
ど
り
を
追
う
研
究
に
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
家
・
都
市
・
農
村
が
何
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
何
で
な
か
っ
た
か
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
。
フ
ッ
タ
ー
派
の
宣
教
者
た
ち
に
誘
わ
れ
、
ド

イ
ツ
諸
地
域
か
ら
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
旅
だ
っ
た
亡
命
者
た
ち
の
な
か
に
は
、
手
工
業
者
も
い
れ
ば
奉
公
人
も
未
亡
人
も
孤
児
も
い
た
。
な
お
大
規
模
化

が
進
ん
だ
フ
ッ
タ
ー
派
の
共
同
体
運
営
は
現
実
に
お
い
て
政
治
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
経
済
活
動
（
手
工
業
品
の
交
易
）
も
小
都
市
に
匹

敵
す
る
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
近
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
数
少
な
い
フ
ッ
タ
ー
派
研
究
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
滝
口
克
典
「
一
六
世
紀
後
半

に
お
け
る
フ
ッ
タ
ー
派
の
『
良
き
秩
序
』
構
想
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
創
刊
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
一
～
三
二
頁
で
あ
る
。
な

お
滝
口
は
フ
ッ
タ
ー
派
に
お
け
る
権
威
主
義
的
な
長
老
支
配
と
信
徒
層
の
「
沈
黙
」
を
強
調
し
て
い
る
が
、
田
中
真
造
「
フ
ッ
タ
ー
派
年
代
記
の
ゲ
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マ
イ
ン
デ
概
念
」『
摂
大
学
術
』
Ｂ
・
人
文
科
学
／
社
会
科
学
編
、
一
一
号
（
一
九
九
三
年
）、
四
九
～
六
四
頁
は
重
要
事
項
の
決
定
へ
の
信
徒
層
の

参
画
を
指
摘
し
て
い
る
。
フ
ッ
タ
ー
派
独
特
の
「
財
産
共
有
」
に
つ
い
て
はW
erner O

. Packull, H
utterite Beginnings. Com

m
unitarian 

Experim
ents during the Reform

ation. Baltim
ore/ London 199（

を
参
照
。
移
動
す
る
再
洗
礼
主
義
諸
派
に
つ
い
て
は
早
川
朝
子
「
ア
ウ
ク

ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
外
来
の
再
洗
礼
派
（
一
五
二
六
～
一
五
二
八
年
）」『
西
洋
史
論
叢
』
二
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
一
二
七
～
一
三
八
頁
を
見
よ
。

（
112
） V

gl. H
orst W

eigelt, V
on Schlesien nach A

m
erika. D

ie Geschichte des Schw
enckfeldertum

s, K
öln 2002, S. 223f.　

鈴
木
七
美
「
キ

リ
ス
ト
教
非
暴
力
と
平
和
主
義
の
底
流

─
再
洗
礼
派
メ
ノ
ナ
イ
ト
／
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
」
渡
部
恒
雄
監
修
『
ク
ラ
ブ
が
創
っ
た
国
ア
メ
リ
カ
』（
山
川

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
八
四
～
九
六
頁
も
参
照
。

（
112
） H

einz Schilling, Christliche und jüdische M
inderheitengem

einden im
 V

ergleich. Calvinistische Exulanten und w
estliche 

D
iaspora der Sephardim

 im
 12. und 12. Jahrhundert, in: Zeitschrift für H

istorische Forschung 32/3 

（2009

）, S.402-444. 

な
お
ユ

グ
ノ
ー
か
ら
フ
ッ
タ
ー
派
ま
で
扱
っ
た
信
仰
亡
命
者
の
事
例
研
究
の
最
新
の
集
大
成
はJoachim

 Bahlcke 

（H
g.

）, Glaubensflüchtlinge. 
U

rsachen, Form
en und A

usw
irkungen konfessioneller M

igration im
 frühneuzeitlichen Europa, Berlin 2002

で
あ
る
。V

gl. auch 
Joachim

 B
ahlcke und R

ainer B
endel 

（H
g.

）, M
igration und kirchliche Praxis. D

as religiöse Leben frühneuzeitlicher 
Glaubensflüchtlinge in alltagsgeschichtlicher Perspektive, K

öln/ W
eim

ar/ W
ien 2002.

（
119
） Schorn-Schütte, Geschichte Europas, S. 221.

（
120
） H

artm
ut Lehm

ann, G
renzen der E

rklärungskraft der K
onfessionalisierungsthese, in: Interkonfessionalität-

T
ranskonfessionalität - binnenkonfessionelle Pluralität, S. 242-249.

（
121
） M

atthias Pohlig und U
te Lotz-H

eum
ann

（H
g.

）, Säkularisierungen in der Frühen N
euzeit. M

ethodische Problem
e und 

em
pirische Fallstudien, Berlin 2002.

（
122
） W

illem
 Frijhoff, H

ow
 Plural w

ere the Religious W
orld in Early-M

odern Europe? Critical Reflections from
 the N

etherlandic 
Experience, in: Living w

ith Religious D
iversity, p. 42.


